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出
で

前
ま え

日
に

本
ほ ん

語
ご

教
きょう

室
し つ

 

集まる場所ができてうれしい 

 

 お待ちかね
  ま

の出前
で まえ

日本語
に ほん ご

教室
きょうしつ

が、手稲
て い ね

前田
ま え だ

公園
こうえん

市営
し え い

住宅
じゅうたく

団地
だ ん ち

ではじめて開かれました
ひら

。３月
  がつ

２３日
    にち

、

同団地集
どうだんちしゅう

会所
かいじょ

には、８名
  めい

の帰国者
きこくしゃ

のみなさんが

集まりました
あつ

。団地内
だんちない

でふだんから付き合い
つ    あ

はあり

ますが、こうしてみんなで集
あつ

まるのははじめてと、

笑顔
え が お

いっぱい。集
あつ

まる場
ば

所
しょ

ができたと喜んで
よろこ

くれま

した。この地区
ち く

は、センターまで通所
つうしょ

するには乗換
のりかえ

な

ど交通
こうつう

の不
ふ

便
べん

な地
ち

区
く

です。移動
いどう

が難しい
むずか

人
ひと

もいます。

そこで「出
で

前
まえ

」になりました。集
しゅう

会所
かいじょ

は歩いて
ある

５分
  ふん

もかかりません。 

 同団地
どうだんち

には、６世
せ

帯
たい

の中
ちゅう

国
ごく

帰
き

国
こく

者
しゃ

一
いっ

世
せい

のみなさん

が住んで
す

います。いずれも１
 

９８７年
ねん

からの第
だい

一
いち

次
じ

帰
き

国
こく

ラッシュと呼
よ

ばれた時
じ

期
き

に、４
 

０歳
さい

代
だい

で帰国
きこく

し

てきた「残
ざん

留
りゅう

孤
こ

児
じ

」です。平均
へいきん

年齢
ねんれい

は７
  

１歳
さい

。いず

れも黒竜
こくりゅう

江省
こうしょう

、吉
きつ

林省
りんしょう

の農村
のうそん

出身者
しゅっしんしゃ

で、学校
がっこう

 

へも行けず
い

、幼少
ようしょう

時
じ

から苦労
く ろ う

を重ねて
かさ

きた人
ひと

たちで

す。中 国
ちゅうごく

の農村
のうそん

文化
ぶ ん か

を背景
はいけい

に持ち
も

、帰
き

国
こく

後
ご

は造園業
ぞうえんぎょう

、

建設業
けんせつぎょう

や工 場
こうじょう

で汗
あせ

にまみれて働き
はたらき

、苦労
くろう

を重ね
かさ

、

現場
げんば

で日本語
にほんご

を身
み

につけました。そして仕事
しごと

を 

 

 

 

 

 

 

 

辞
や

めて１
  

０年
ねん

、日
に

本
ほん

語
ご

も使う
つか

ことも少なく
すく

なり、

「忘れた
わす

」といいます。でも、日
に

本
ほん

語
ご

は勉
べん

強
きょう

したい

という気
き

持
も

ちを持
も

ち続
つづ

けています。 

第一回目
だ い い っ か い め

やさしい日本語
に ほ ん ご

と介護
か い ご

予防
よ ぼ う

 

 初めて
はじ

の出前
でまえ

教室
きょうしつ

、１時間目
  じかんめ

は健康
けんこう

運動
うんどう

です。も

みじ台
だい

団地
だんち

で行われて
おこな

いる介護
かいご

予防
よぼう

サロンのラダー

ウォーキングを試して
ため

みました。指導
しどう

は竹田
たけだ

憲司
けんじ

先生
せんせい

です。「転倒
てんとう

防止
ぼうし

」のためのラダーウォーキング

に、みなさん熱心
ねっしん

に取り組みました
とり  く

。「むしろ失敗
しっぱい

す

ることが認知症
にんちしょう

予防
よぼう

」と、上手
じょうず

にできた、失敗
しっぱい

した

と、お互い
  たが

に声
こえ

をかけ合い
    あ

笑い声
わら  ごえ

いっぱいの教室
きょうしつ

に

なりました。 

 

 ２
 

時
じ

間
かん

目
め

は、やさしい日
に

本
ほん

語
ご

教
きょう

室
しつ

。絵
え

カードを

見ながら
み

発話
はつわ

の練習
れんしゅう

、みなさん簡単
かんたん

にできちゃいま

す。五十音
ごじゅうおん

の発音
はつおん

練習
れんしゅう

など、思い出す
おも   だ

ようにスター

トしました。「すぐ忘れる
わす

」、でも一回
いっかい

一言
ひとこと

ずつでも

覚えたい
おぼ

と語って
かた

いました。 

 第一回目
だいいっかいめ

が終了
しゅうりょう

すると、みなさん充実感
じゅうじつかん

いっぱ

い、晴れやか
は

な表情
ひょうじょう

です。次
つぎ

は４月
 がつ

、みなさん時間
じかん

を確認
かくにん

しあい、わいわいがやがや、楽しみ
たの

だと笑顔
えがお

で

語って
かた

いました。 
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旭
あさひ

川
か わ

水
す い

餃
ぎょう

子
ざ

の会
か い

 

ボランティアさんに伝える
つた

水
すい

餃子づくり
ぎょうざ

 
 

帰国者
きこくしゃ

や配
はい

偶
ぐう

者
しゃ

のみなさんは、

長い
なが

人生
じんせい

を通
つう

じて

たくさんの価値
か ち

あ

るものを蓄えて
たくわ

き

ました。 

今回
こんかい

のおしゃべ

り交流会
こうりゅうかい

は、帰国者
きこくしゃ

のみなさんの生活
せいかつ

文化
ぶんか

を伝えて
つた

もらおうと、中国
ちゅうごく

料理
りょうり

「水
すい

餃子
ぎょうざ

交流会
こうりゅうかい

」として

開きました
ひら

。ボランティアさんの発案
はつあん

で開かれた
ひら

会
かい

は、１月
  がつ

２９日
    にち

旭川市
あさひかわし

神楽
かぐら

公民館
こうみんかん

で中国
ちゅうごく

帰国者
きこくしゃ

のＳ

さん、Ｈさんを中心
ちゅうしん

に進められました
すす

。 

長年
ながねん

のおしゃべり交流
こうりゅう

で、樺
から

太
ふと

帰国者
きこくしゃ

、中国
ちゅうごく

帰国者
きこくしゃ

とボランティアのみなさんはすっかり親しい
した

間柄
あいだがら

です。食材
しょくざい

の買い出し
か    だ

は、ボランティアさん｡

調理
ちょうり

が始まる
はじ

と、Ｓさんが大きな
おお

声
こえ

で説明
せつめい

、

一生懸命
いっしょうけんめい

に指示
しじ

を出します
だ

。それに応えて
こた

みんなテ

キパキと動き
うご

、グループごとに各調理
かくちょうり

テーブルで

作業
さぎょう

していきます。 

Ｈさんも大活躍
だいかつやく

、ボランティアさんも粉
こな

を

練ったり
ね

、野菜
やさい

を細かく
こま

切ったり
き

、同時
どうじ

におしゃべ

りも最高潮
さいこうちょう

。餃子
ぎょうざ

の皮作り
かわつく

や、包む
つつ

作業
さぎょう

も初めて
はじ

と

いうボランティアさん。上手
じょうず

にできない、とＳさん

のだめ出し
だ

にも、笑いながら
わら

作業
さぎょう

は進みました
すす

。樺
から

太
ふと

帰国者
きこくしゃ

のみなさんも、ボランティアさんもにぎやか

に協力
きょうりょく

して、いっそう親しく
した

なります。 

 終わって
お

みると、水
すい

餃子
ぎょうざ

の他
ほか

にも焼
やき

餃子
ぎょうざ

や 涼
リャン

菜
サイ

（前
ぜん

菜
さい

）など､テーブルにたくさんの料理
りょうり

が

並びました
なら

。ちょうど春
しゅん

節
せつ

を迎える
むか

時期
じき

、中国
ちゅうごく

伝統
でんとう

の正月
しょうがつ

料理
りょうり

を味わい
あじ

、いっしょに楽しみました
たの

。そ

れでも、Ｓさんは「いつもの味
あじ

が出せなかった
だ

」、次
つぎ

はもっと美味しい
 お い

料理
りょうり

をごちそうしたいと真剣
しんけん

、ボ

ランティアさんも「おもしろかった」とはじめての水
すい

餃子
ぎょうざ

の味
あじ

に異文化
いぶんか

理解
りかい

を深めた
ふか

一日
いちにち

になりました。 

 

中
ちゅう

国
ごく

帰
き

国
こく

者
しゃ

新
しん

年
ねん

交
こう

流
りゅう

会
かい

  

一
いっ

世
せい

二
に

世
せい

三
さん

世
せい

そしてボランティアが一
いっ

致
ち

協
きょう

力
りょく

 
 

中国
ちゅうごく

帰国者
きこくしゃ

のみなさんが楽しみ
たの

にしている恒例
こうれい

の春
しゅん

節
せつ

交流会
こうりゅうかい

「中国
ちゅうごく

帰国者
きこくしゃ

新年
しんねん

交流会
こうりゅうかい

」が、

２月
  がつ

１４日
   にち

、札幌市
さっぽろし

東区民
ひがしくみん

センターホールで盛大
せいだい

に

開催
かいさい

されました。参加
さんか

したのは１２０人
にん

余り
あまり

の 中
ちゅう

国
ごく

帰国者
きこくしゃ

、支援者
しえんしゃ

､ボランティアのみなさん。 

 １年
  ねん

に１回
  かい

の交流
こうりゅう

、帰国者
きこくしゃ

一世
いっせい

はここに来れば
く

み

んなと会える
あ

、それが楽しみ
たの

と言います
いい

。会場
かいじょう

は、

中国式
ちゅうごくしき

に 春
しゅん

節
せつ

の 飾り付け
かざ  つ

、 雰囲気
ふんいき

も

盛り上がります
も   あ

。一世
いっせい

長野
ながの

太郎
たろう

さんの乾杯
かんぱい

で会
かい

が

始まり
はじ

、各テーブル
かく

ではにぎやかなおしゃべりが

広がります
ひろ

。一
いっ

世
せい

は「皆
みな

に会えて
あ

楽しい
たの

」「中国
ちゅうごく

み

たいな会
かい

。気持ち
き も

が安
やす

まる」と笑顔
え がお

です。 

春
しゅん

節
せつ

といえば餃子
ぎょうざ

。今年
ことし

は帰国者
きこくしゃ

一世
いっせい

、二世
に せい

、そ

してボランティアさんが協力
きょうりょく

して温かい
あたた

餃子
ぎょうざ

を

食べて
た

もらおうと大奮闘
だいふんとう

しました。そして、餃子
ぎょうざ

の他
ほか

にも手作り
て づく

の料理
りょうり

、自慢
じ まん

の家庭
か てい

の味
あじ

を持ち寄って
も   よ

、

テーブルにはたくさんのご馳走
   ちそう

が並べられ
なら

、参加
さんか

し

た帰国者
きこくしゃ

のみなさんは大喜び
おおよろこ

、「ご馳走
   ち そう

がいっぱい、

春
しゅん

節
せつ

らしい」と大好評
だいこうひょう

でした。 

恒例
こうれい

の 文芸
ぶんげい

発表
はっぴょう

は、三世
さんせい

の

高校生
こうこうせい

中澤
なかざわ

絵里
えり

さんと龍男
たつお

君
くん

の

姉
あね

、弟
おとうと

の司会
しかい

でなごやかに

進みます
すす

。中国
ちゅうごく

帰国者
きこくしゃ

連合会
れんごうかい

の民族
みんぞく

舞踊
ぶよう

や歌
うた

、いつ

ものもみじ台
だい

健康
けんこう

倶楽部
くらぶ

田
でん

英
えい

さんの武術表
ぶ じゅつひょう

演
えん

など

多彩
た さい

に繰り広げられ
く   ひろ

、帰国者
きこくしゃ

のみなさんには懐
なつ

かし

く心
こころ

安
やす

らぐひとときとなりました。 

新年会
しんねんかい

は、ボランティアさんが大活躍
だいかつやく

。日頃
ひ ご ろ

、セ

ンターの日本語
に ほ ん ご

会話
か い わ

、食
しょく

文化
ぶ ん か

交 流
こうりゅう

などに協 力
きょうりょく

し

ているみなさんです。帰国者
きこくしゃ

のみなさんに楽しんで
たの

もらおうと朝
あさ

から集まり
あつ

、料理
りょうり

から会場作り
かいじょうづく

、後
あと

か

たづけまで力
ちから

を発揮
はっき

しました。おかげさまで、

交流会
こうりゅうかい

は大成功
だいせいこう

となりました。 
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稚内
わっかない

 郷土
きょうど

を知る
し

学習会
がくしゅうかい

 

「故郷
ふるさと

」とのつながりを感じて
かん

 
 
３月
 がつ

２６日
   にち

（土
ど

）稚内
わっかない

市立
しりつ

図書館
としょかん

に樺
から

太
ふと

帰国者
きこくしゃ

１０名
   めい

、支援者
しえんしゃ

３名
めい

が集まり
あつ

、「郷土
きょうど

を知る
し

学習会
がくしゅうかい

」

が開かれました
ひら

。今回
こんかい

は「樺
から

太
ふと

と稚内
わっかない

のつながり」

という題
だい

で、稚内市
わっかないし

教育
きょういく

委員会
いいんかい

の齋藤
さいとう

譲
じょう

一
いち

先生
せんせい

がお話
  はなし

をしました。 

帰国者
きこくしゃ

のみなさんが以前
いぜん

住んで
す

いた樺
から

太
ふと

、そし

て今
いま

住んで
す

いる稚内
わっかない

とは昔
むかし

からつながりがあり

ます。９０年
  ね ん

ほど前
   まえ

は、船
ふね

が大泊
おおどまり

（コルサコフ）

と稚内
わっかない

の間
あいだ

をひんぱんに行き来
い き

していました。

齋藤
さいとう

先生
せんせい

は古い
ふる

地図
ち ず

や資料
しりょう

、写真
しゃしん

などをスクリー

ンに映して
うつ

、目
め

に見える
み

かたちでわかりやすく

説明
せつめい

しました。 

昨年
さくねん

フェリーでサハリンに行った
い

という先生
せんせい

は、

街
まち

の様子
ようす

をカメラに収めて
おさ

いて、日本
にほん

時代
じだい

と現在
げんざい

の様子
ようす

をスクリーンで比べて
くら

みることができまし

た。神社
じんじゃ

が取り壊されて
と   こわ

、ロシア正教
せいきょう

の教会
きょうかい

が

建って
た

いる場所
ばしょ

もあれば、古い
ふる

建物
たてもの

がそのまま

残って
のこ

いる場所
ばしょ

も。帰国者
きこくしゃ

の皆さん
みな

は興味深げ
きょうみぶか

に

見入って
み い

いました。 

 

お話
    はなし

の後
あと

は、それぞれの体験
たいけん

を語り合う
かた     あ

座談会
ざだんかい

が開かれました
ひら

。先生
せんせい

のお話
  はなし

の感想
かんそう

や、自分
じぶん

が

生まれ育った
う    そだ

場所
ばしょ

の話
はなし

の後
あと

、今年
ことし

から廃止
はいし

になっ

てしまった稚内
わっかない

―コルサコフ間
          かん

のフェリーの

話題
わだい

に。そもそもサハリンへの行き来
い    き

がしやすい

から稚内
わっかない

に住む
す

ことにしたという人
ひと

もいるほど

で、この問題
もんだい

は一番
いちばん

の心配
しんぱい

の種
たね

のようです。なん

とか続けて
つづ

いこうという動き
うご

もありますが、今
いま

の

ところは何
なに

も決まって
き

いません。昔
むかし

だけではなく、

今
いま

もこれからも故郷
ふるさと

との「つながり」が大切
たいせつ

であ

ることを実感させられた
じっかん

会
かい

でした。 
 

旭川
あさひかわ

 おしゃべり交流会
こうりゅうかい

1年
ねん

を振り返って
ふ   かえ

 

お互い
  たが

の理解
りかい

のために、意欲的
いよくてき

に計画
けいかく

 
 

３月
 がつ

２８日
   にち

、旭川
あさひかわ

のおしゃべり交流会
こうりゅうかい

は、

帰国者
きこくしゃ

のみなさん､
、

ボランティアさんといっしょ

に１年
  ねん

の交流
こうりゅう

活動
かつどう

を振り返りながら
ふ   かえ

、新年度
しんねんど

の

計画
けいかく

を話しあいました
はな

。スライドを見ながら
み

、ひ

とつひとつの交流
こうりゅう

を思い出し
おも   だ

、意義
い  ぎ

を確かめ合い
たし    あ

、

意欲的
いよくてき

な話し合い
はな  あ

になりました。 

帰国者
きこくしゃ

からは、昨年
さくねん

の「稲刈り
いねか

体験
たいけん

」で開拓
かいたく

の

苦労
くろう

を知った
し

ので、今度
こんど

はボランティアさんの

人生
じんせい

を知りたい
し

という意見
い けん

。ボランティアさんか

らは昨年
さくねん

は樺
から

太
ふと

帰国者
きこくしゃ

について学んだ
まな

ので、次回
じかい

は中国
ちゅうごく

帰国者
きこくしゃ

問題
もんだい

の研修会
けんしゅうかい

を、との要望
ようぼう

。また、

帰国者
きこくしゃ

の中国
ちゅうごく

、樺
から

太
ふと

での体験談
たいけんだん

を聞き
き

、その頃
ころ

の

日本
にほん

の生活
せいかつ

と重ねて
かさ

みたらどうかという声
こえ

もあり

ました。    

そして、春
はる

を迎える
むか

時期
じ き

、カタクリの群
ぐん

生
せい

地
ち

、突
とつ

哨
しょう

山
ざん

にお弁
べん

当
とう

を持
も

ってピクニックへ行
い

く計
けい

画
かく

も

決まりました
き

。新年度
しんねんど

も活発
かっぱつ

な交流
こうりゅう

活動
かつどう

でお互い
  たが

の理解
りかい

がいっそう深まり
ふか

、地域
ちいき

での支え合い
ささ   あ

も

広がりそう
ひろ

です。 
 

進
しん 

学
がく

ニュース！～将
しょう

来
らい

の飛
ひ

躍
やく

へ～ 
 

 今年
ことし

もまた帰国者
きこくしゃ

二
に

、三
さん

世
せい

が見事
みごと

に大学
だいがく

に合格

しました。Ｒさんは札幌
さっぽろ

大学
だいがく

、Ｙさんは北海道
ほっかいどう

か

ら遠く
とお

離れた
はな

沖縄
おきなわ

の琉球
りゅうきゅう

大学
だいがく

に進学
しんがく

し、現在
げんざい

は

ひとり暮らし
ぐ

です。新生活
しんせいかつ

をスタートさせたばか

りの彼ら
かれ

に、大学
だいがく

の感想
かんそう

を聞いて
き

みました。 

「大学
だいがく

生活
せいかつ

は高校
こうこう

生活
せいかつ

よりも厳しい
きび

けれど、

楽しく
たの

やっている」（Ｒさん）。「興味
きょうみ

のある授業
じゅぎょう

ば

かりとっているので、つまらなかったことは一度
い ち ど

もない」（Ｙさん）。将来
しょうらい

の飛躍
ひ や く

へとつながる大学
だいがく

生活
せいかつ

を彼ら
かれ

が存分に
ぞんぶん

楽しみ
たの

、よい成果
せい か

を収める
おさ

こ

とができるよう、心から
こころ

エールを送ります
おく

。 
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自
じ

立
りつ

研
けん

修
しゅう

事業
じぎょう

 

最
さい

後
ご

の職
しょく

場
ば

体
たい

験
けん

で大
おお

きな成
せい

果
か

 
 

 平成
へいせい

２５年度
    ねんど

から始まった
はじ

帰国者
きこくしゃ

二世
にせい

の就労
しゅうろう

支援
しえん

を中心
ちゅうしん

とする北海道
ほっかいどう

センターの自立
じりつ

研修
けんしゅう

事業
じぎょう

は、平成
へいせい

２７年度
     ねんど

で終了
しゅうりょう

しました。この間
あいだ

に、セ

ンターでは就職
しゅうしょく

に結びつく
むす

日本語
にほんご

集中
しゅうちゅう

講座
こうざ

の

開設
かいせつ

、職場
しょくば

体験
たいけん

実習
じっしゅう

のプログラムを進めて
すす

きました。

主
おも

な対象
たいしょう

は樺
から

太
ふと

帰国者
きこくしゃ

二世
に せい

でした。 

 就職
しゅうしょく

も、折から
おり

の不況
ふきょう

で言葉
ことば

を理由
りゆう

に不採用
ふさいよう

と

なるケースが多く
おお

困難
こんなん

を極めて
きわ

います。そこで

事業所
じぎょうしょ

、帰国者
き こくしゃ

双方
そうほう

の理解
り かい

をはかり、就職
しゅうしょく

に

結びつけよう
むす

と職場
しょくば

体験
たいけん

実習
じっしゅう

を計画
けいかく

しました。しか

しながら、職場
しょくば

体験
たいけん

実習
じっしゅう

の受入
うけいれ

事業所
じぎょうしょ

も余裕
よゆう

がない

という理由
りゆう

で実現
じつげん

が 困難
こんなん

で、わずか３件
 けん

に

留まりました
とど

。 
 

帰
き

国
こ く

者
しゃ

同
どう

士
し

が支
さ さ

える職
しょく

場
ば

、自
じ

立
り つ

へ一
いっ

歩
ぽ

 
 

今回
こんかい

、中国
ちゅうごく

帰国者
きこくしゃ

二世
にせい

斉藤
さいとう

貴生
たかお

さんが経営
けいえい

する

斉藤
さいとう

産業
さんぎょう

(鉄
てっ

工業
こうぎょう

)から求人
きゅうじん

情報
じょうほう

がありました。

同社
どうしゃ

では、２年前
 ねんまえ

に樺
から

太
ふと

帰国者
きこくしゃ

二世
にせい

Ｓさんを職場
しょくば

体験
たいけん

実習
じっしゅう

を通して
とお

採用
さいよう

、今
いま

では工場内
こうじょうない

のすべての

業務
ぎょうむ

ができる、なくてはならない人材
じんざい

になっていま

す。斉藤
さいとう

社長
しゃちょう

から求人
きゅうじん

情報
じょうほう

があり、Ｓさんのよう

な人
ひと

がいれば採用
さいよう

したいと言います
い

。言葉
こと ば

の問題
もんだい

も､
、

斉藤
さいとう

社長
しゃちょう

自身
じしん

が日本語
にほんご

ができるようになったのは

帰国
き こく

後
ご

５年
 ねん

だった、と語る
かた

ように「やる気
き

さえあれ

ば大丈夫
だいじょうぶ

」とのこと。 

 今回
こんかい

は樺
から

太
ふと

帰国者
きこくしゃ

二世
にせい

ＫさんとＴさんが、できる

かどうか試して
ため

みたいと３月
  がつ

に職場
しょくば

体験
たいけん

実習
じっしゅう

を

行いました
おこな

。工場
こうじょう

で指導
しどう

にあたるのはＳさん。Ｓさ

んは２年間
ねんかん

で日本語
にほんご

もできるようになり、通訳
つうやく

もし

ます。実習
じっしゅう

の結果
けっか

、ＫさんもＴさんも仕事
しごと

に対する
たい

理解
り かい

と、「できる」という自信
じしん

をつけて採用
さいよう

になりま

した。帰国者
きこくしゃ

事情
じじょう

を身
み

を持って
も

知る
し

斉藤
さいとう

社長
しゃちょう

の深い
ふか

 

もみじ台
だ い

介
か い

護
ご

サロン 

細やか
こま

な気配り
き くばり

やさしい雰囲気
ふん い き

いっぱい 
 

地域
ちいき

で帰国者
きこくしゃ

のみなさんの安心
あんしん

を支えよう
ささ

と、

NPO
ＮＰＯ

シーズネット
し ー ず ね っ と

による「もみじ台
だい

介護
かいご

予防
よぼう

サロン

＆
あんど

ティサロン」は、昨年
さくねん

７月
  がつ

から１ヶ月
   かげつ

に１回
  かい

、

続いて
つづ

きました。竹田
たけだ

憲司
けんじ

先生
せんせい

(北海
ほっかい

学園
がくえん

大名誉
だいめいよ

教授
きょうじゅ

)によるラダーウォーキングは大好評
だいこうひょう

。毎回
まいかい

、

１時間
  じかん

楽しみながら
たの

運動
うんどう

します。参加者
さんかしゃ

も増えて
ふ

い

ます。 

介護
かいご

サロンには帰国者
きこくしゃ

だけではなく、団地
だんち

の住民
じゅうみん

の皆さん
みな

、民生
みんせい

委員
いいん

、介護
かいご

の専門家
せんもんか

も参加
さんか

して、理解
り かい

や支援
しえん

、交流
こうりゅう

の輪
わ

が広がります
ひろ

。 

運動
うんどう

が終わった
お

後
あと

のティーサロンも、毎回
まいかい

シーズ

ネットスタッフのみなさんの細やか
こま

な心配り
こころくば

があり

ます。１月
  がつ

は中国
ちゅうごく

映画
えいが

の会
かい

、２月
 がつ

はひな祭り
    まつ

を前
まえ

に

テーブルには桃
もも

の花
はな

が飾られ
かざ

、桜餅
さくらもち

やウグイス餅
もち

も。

ひな祭り
    まつ

の歌
うた

が紹
しょう

介される
かい

と、帰国者
き こくしゃ

が二
に

胡
こ

を演奏
えんそう

し、温か
あたた

な雰囲気
ふん い き

に満ちた
み

交流会
こうりゅうかい

になりました。

帰国者
き こくしゃ

のみなさんも「みなさんやさしい」「雰囲気
ふん い き

が

良い
よ

」とすっかり打ち解けて
う   と

います。 

参加
さんか

した住民
じゅうみん

の皆さん
みな

も、回
かい

を重ねて
かさ

「顔
かお

と名前
なまえ

がわかるようになってきました」と、安心
あんしん

につなが

る交流
こうりゅう

がどんどん進んで
すす

います 
 

カレンダー市
い ち

で大
だ い

活
か つ

躍
や く

！ 
 

年
とし

の初め
はじ

に開かれる
ひら

カレンダーリサイクル市
いち

に

帰国者
きこくしゃ

8名
めい

が、ボランティアとして協力
きょうりょく

しました。

カレンダーの仕分け
しわ

作業を、３日間
   かかん

それぞれ都合
つごう

の

いい時
じ

間
かん

帯
たい

で手
て

伝
つだ

いました。他
た

のボランティアさん

とのコミュニケーションもばっちりで、「本当
ほんとう

に

助かった
たす

」と感謝の言葉
ことば

がありました。 

 

 

理解のおかげです。がんばれば生活も充実すると 

激励
げきれい

します。二人
ふたり

とも自立
じりつ

へ向けて
む

力
ちから

強
づよ

く歩
あゆ

み出
だ

 

しました。自
じ

立
りつ

研
けん

修
しゅう

事
じ

業
ぎょう

の最
さい

後
ご

に大
おお

きな成
せい

果
か

 

がありました。 

５月・６月・７月の行事 

5月 18日 出前教室（手稲区） 

5月 29日 DVD上映会 

5月下旬 旭川・おしゃべり交流会 

6月 13日 

月 30日 

  日帰り研修旅行 

6月 15日 出前教室（手稲区） 

7月 13日 出前教室（手稲区） 

教師っつ 7月 DVD上映会 

 



     白樺   白桦树  Берёза              ●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●  1 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

牧
ぼく

場
じょう

体
たい

験
けん

旅
りょ

行
こう

 

ソーセージ作
づく

りに奮
ふん

闘
とう

 

６月
がつ

１３日
にち

（月
げつ

）中
ちゅう

国
ごく

・樺
から

太
ふと

帰
き

国
こく

者
しゃ

５３名
めい

のみ

なさんで、千
ち

歳
とせ

市
し

にある箱
はこ

根
ね

牧
ぼく

場
じょう

に行
い

きました。

箱
はこ

根
ね

牧
ぼく

場
じょう

では、バター、チーズ、ソーセージづく

りや、乗
じょう

馬
ば

、動
どう

物
ぶつ

とのふれあいなどが体
たい

験
けん

できま

す。残
ざん

念
ねん

ながら当
とう

日
じつ

は天
てん

気
き

に恵
めぐ

まれず、小
こ

雨
さめ

と風
かぜ

の

中
なか

での牧
ぼく

場
じょう

体
たい

験
けん

となりました。 

牧
ぼく

場
じょう

に着
つ

くと、まずは体
たい

験
けん

工
こう

房
ぼう

で牛
ぎゅう

肉
にく

のソー

セージ作
づく

りを体
たい

験
けん

しました。羊
ひつじ

の腸
ちょう

の口
くち

の部
ぶ

分
ぶん

を探
さが

したり、ひき肉
にく

をスタッファーと呼
よ

ばれる道
どう

具
ぐ

を使
つか

って腸
ちょう

に詰
つ

めていく作
さ

業
ぎょう

は慣
な

れるまでは

なかなか難
むずか

しく、腸
ちょう

が破
やぶ

れてしまったり、空
くう

気
き

ば

かり入
はい

ってしまったりと、皆
みな

大
おお

騒
さわ

ぎしながら一
いっ

生
しょう

懸
けん

命
めい

に取
と

り組
く

んでいました。 

ソーセージを作
つく

り終
お

えて工
こう

房
ぼう

内
ない

で燻
いぶ

してもらっ 

ている間
あいだ

にお昼
ひる

ごはんとなり、輪
わ

になって持
も

って

きたお弁当
べんとう

をひろげる人
ひと

もいれば、牧場
ぼくじょう

の中
なか

のレ

ストランで食
しょく

事
じ

をした人もいました。レストラン

のメニューは、すべて牧
ぼく

場
じょう

で生
せい

産
さん

された新
しん

鮮
せん

な

食
しょく

材
ざい

を使
つか

ったもので、利
り

用
よう

した帰
き

国
こく

者
しゃ

の間
あいだ

では、 

 

 

ステーキが特
とく

に好
こう

評
ひょう

でした。 

悪
あく

天
てん

候
こう

のため、乗
じょう

馬
ば

や牧
ぼく

場
じょう

を巡
めぐ

るカントリー

バス体
たい

験
けん

は中
ちゅう

止
し

になりましたが、昼
ちゅう

食
しょく

後
ご

もみな

さんは売
ばい

店
てん

で買
か

いものをしたり、厩
きゅう

舎
しゃ

やウサギ小

屋
や

を見
けん

学
がく

したりしてのんびりと過
す

ごしていました。 

 一
いっ

生
しょう

懸
けん

命
めい

作
つく

ったソーセージは、帰
かえ

りにお土産
みやげ

と

して配
くば

られました。樺
から

太
ふと

帰
き

国
こく

者
しゃ

は、日
に

本
ほん

のハムや

ソーセージは甘
あま

みがあっておいしくないとよく言
い

いますが、今
こん

回
かい

のソーセージはしっかり塩
しお

気
け

が効
き

いていたようです。とはいえ、味
あじ

については賛
さん

否
ぴ

 

両
りょう

論
ろん

でした…。 

箱
はこ

根
ね

牧
ぼく

場
じょう

のように、牧
ぼく

場
じょう

としての仕
し

事
ごと

のほか

にも、作
さく

物
もつ

を加
か

工
こう

して売
う

ったり、レストランを経
けい

営
えい

したりする取
と

り組
く

みのことを 6次
じ

産
さん

業
ぎょう

化
か

といいま

す。樺
から

太
ふと

帰
き

国
こく

者
しゃ

のＡさんは、ロシアではほとんど

の場
ば

合
あい

、酪
らく

農
のう

家
か

は酪
らく

農
のう

だけをやっていて、箱
はこ

根
ね

牧
ぼく

場
じょう

のような多
た

角
かく

経
けい

営
えい

は珍
めずら

しいと言
い

っていました。

雨
あめ

のせいで、存
ぞん

分
ぶん

には楽
たの

しめなかったかもしれま

せんが、ちょっぴり社
しゃ

会
かい

勉
べん

強
きょう

になった牧
ぼく

場
じょう

体
たい

験
けん

でした。 
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サハリン（樺
から

太
ふと

）および旧
きゅう

ソ連
れん

地
ち

域
いき

残
ざん

留
りゅう

邦
ほう

人
じん

のための共
きょう

同
どう

墓
ぼ

所
しょ

（慰
い

霊
れい

碑
ひ

） 

落
らく

成
せい

記
き

念
ねん

式
しき

典
てん

 

NPO法
ほう

人
じん

日
に

本
ほん

サハリン協
きょう

会
かい

 

樺
から

太
ふと

帰
き

国
こく

者
しゃ

の共
きょう

同
どう

墓
ぼ

所
しょ

が実
じつ

現
げん

 

樺
から

太
ふと

帰
き

国
こく

者
しゃ

の共
きょう

同
どう

墓
ぼ

所
しょ

が札
さっ

幌
ぽろ

市
し

南
みなみ

区
く

に完
かん

成
せい

、

５月１４日、落
らく

成
せい

式
しき

典
てん

が行
おこな

われました。共
きょう

同
どう

墓
ぼ

所
しょ

は、NPO 法人日
に

本
ほん

サハリン協
きょう

会
かい

が昨
さく

年
ねん

４月
がつ

から計
けい

画
かく

を進
すす

め多
おお

くの支
し

援
えん

者
しゃ

の募
ぼ

金
きん

を集
あつ

めて１年
ねん

で実
じつ

現
げん

する運
はこ

びとなりました。式
しき

典
てん

には、帰
き

国
こく

者
しゃ

、支
し

援
えん

者
しゃ

、

一
いち

時
じ

帰
き

国
こく

事
じ

業
ぎょう

で帰
き

国
こく

していた帰
き

国
こく

団
だん

のみなさん

あわせて１２０名
めい

が参
さん

列
れつ

しました。来
らい

賓
ひん

には、高
たか

橋
はし

はるみ北
ほっ

海
かい

道
どう

知
ち

事
じ

、工
く

藤
どう

広
ひろし

稚
わっか

内
ない

市
し

長
ちょう

、サハリン

日
に

本
ほん

人
じん

会
かい

白
しら

幡
はた

会
かい

長
ちょう

、セルゲーエフ・ミハイルロシ

ア総
そう

領
りょう

事
じ

、本
ほん

センターからは齋
さい

藤
とう

所
しょ

長
ちょう

が参
さん

列
れつ

し

ました。 

祖
そ

国
こく

への思
おも

い、安
やす

らかに眠
ねむ

る場
ば

所
しょ

 

落
らく

成
せい

記
き

念
ねん

式
しき

典
てん

で、同
どう

会
かい

斎
さい

藤
とう

会
かい

長
ちょう

は 魂
たましい

を慰
い

霊
れい

し

集
あつ

まれる場
ば

所
しょ

とあいさつ。来
らい

賓
ひん

を代
だい

表
ひょう

して高
たか

橋
はし

知
ち

事
じ

は共
きょう

同
どう

墓
ぼ

所
しょ

が「同
どう

胞
ほう

を偲
しの

び
び

北
ほっ

海
かい

道
どう

とサハリンを

結
むす

ぶ心
こころ

の架
か

け橋
はし

」とあいさつしました。 

この日
ひ

、共
きょう

同
どう

墓
ぼ

所
しょ

には稚
わっか

内
ない

の故
こ

金
かな

本
もと

登
のぼる

さんと

故
こ

金
かね

川
かわ

英
ひで

男
お

さんの遺
い

骨
こつ

が納
おさ

められました。家
か

族
ぞく

の

みなさんは、安
やす

らか

に眠
ねむ

る場
ば

所
しょ

ができ安
あん

心
しん

したと語
かた

っていま

した。共
きょう

同
どう

墓
ぼ

所
しょ

には

故
こ

人
じん

の写
しゃ

真
しん

や記
き

念
ねん

品
ひん

などを納
おさ

めるポスト

も設
もう

けられました。

宇
う

藤
とう

百
ゆ

合
り

子
こ

さん(84)

は、帰
き

国
こく

を果
は

たせず

サハリンで亡
な

くなっ

た母
はは

親
おや

の写
しゃ

真
しん

をポストに収
おさ

めて、お母
かあ

さんの 魂
たましい

も故
ふる

郷
さと

に帰
かえ

れたと「これで安
あん

心
しん

した。気
き

持
も

ちが落
お

ち

着
つ

いた」と語
かた

りました。 

歴
れき

史
し

を後
こう

世
せい

に伝
つた

える記
き

念
ねん

碑
ひ

 

式
しき

典
てん

で感
かん

謝
しゃ

の言
こと

葉
ば

を述
の

べた植
うえ

松
まつ

キクエさん(92)

は「サハリンで苦
く

労
ろう

したみんなといっしょに入
はい

れ

るお墓
はか

ができたことは心
こころ

からありがたい」と思
おも

い

を語
かた

りました。墓
ぼ

碑
ひ

には、北
ほっ

海
かい

道
どう

とサハリンを自
じ

由
ゆう

に行
ゆ

き来
き

するカモメが彫
ほ

られ、亡
な

くなった人
ひと

々
びと

の

魂
たましい

のふるさとサハリンと祖
そ

国
こく

の往
おう

来
らい

を象
しょう

徴
ちょう

し

ています。共
きょう

同
どう

墓
ぼ

所
しょ

は樺
から

太
ふと

帰
き

国
こく

者
しゃ

の歴
れき

史
し

の事
じ

実
じつ

を

後
こう

世
せい

に伝
つた

えていく記
き

念
ねん

碑
ひ

ともなりました。 

 

帰
き

国
こく

者
しゃ

問
もん

題
だい

理
り

解
かい

のための普
ふ

及
きゅう

啓
けい

発
はつ

事
じ

業
ぎょう

 

地
ち

域
いき

に根
ね

ざした取
と

り組
く

みを 

これまで、全
ぜん

国
こく

で年
ねん

に 1回
かい

厚
こう

生
せい

労
ろう

働
どう

省
しょう

主
しゅ

催
さい

によ

る「中
ちゅう

国
ごく

残
ざん

留
りゅう

邦
ほう

人
じん

等
とう

への理
り

解
かい

を深
ふか

めるシンポジ

ウム」が開
かい

催
さい

されてきましたが、今
こ

年
とし

から各
かく

セン

ターが中
ちゅう

心
しん

になって、地
ち

域
いき

ごとに残
ざん

留
りゅう

邦
ほう

人
じん

への

理
り

解
かい

のための催
もよお

しが開
ひら

かれることになりました。 

本
ほん

センターでは、昨
さく

年
ねん

まで実
じっ

施
し

してきた帰
き

国
こく

者
しゃ

文
ぶん

化
か

祭
さい

を、地
ち

域
いき

の人
ひと

に参
さん

加
か

してもらい、帰
き

国
こく

者
しゃ

に

ついて理
り

解
かい

してもらう機
き

会
かい

となるよう計
けい

画
かく

中
ちゅう

で

す。詳
くわ

しい内
ない

容
よう

はまだ未
み

定
てい

ですが、文
ぶん

芸
げい

発
はっ

表
ぴょう

、帰
き

国
こく

者
しゃ

による体
たい

験
けん

談
だん

の発
はっ

表
ぴょう

や、帰
き

国
こく

者
しゃ

問
もん

題
だい

に関
かん

する

講
こう

演
えん

などのプログラムを予
よ

定
てい

しています。 
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稚
わっか

内
ない

・礼
れ

文
ぶん

島
とう

の歴
れき

史
し

と生
せい

活
かつ

を知
し

る見
けん

学
がく

会
かい

 

新
あら

たな郷
きょう

土
ど

を発
はっ

見
けん

 

稚
わっか

内
ない

市
し

では去
きょ

年
ねん

の利
り

尻
しり

島
とう

に続
つづ

き、日
に

本
ほん

サハリン

協
きょう

会
かい

との共
きょう

同
どう

事
じ

業
ぎょう

として、礼
れ

文
ぶん

島
とう

の見
けん

学
がく

会
かい

が６

月
がつ

２３日
にち

（木
もく

）樺
から

太
ふと

帰
き

国
こく

者
しゃ

6名
めい

が参
さん

加
か

して実
じっ

施
し

され

ました。当
とう

日
じつ

は本
ほん

当
とう

によい天
てん

気
き

に恵
めぐ

まれ、島
しま

の美
うつく

しく壮
そう

大
だい

な景
け

色
しき

をみんなで

満
まん

喫
きつ

すること

ができました。 

 稚
わっか

内
ない

港
こう

から

フェリーで香
か

深
ふか

港
こう

に着
つ

くと、

礼
れ

文
ぶん

町
ちょう

役
やく

場
ば

の協
きょう

力
りょく

で見
けん

学
がく

会
かい

がスタートしまし

た。まず向
む

かったのは礼
れ

文
ぶん

町
ちょう

郷
きょう

土
ど

資
し

料
りょう

館
かん

。小
ちい

さ

な資
し

料
りょう

館
かん

ですが、島
しま

に残
のこ

る縄
じょう

文
もん

文
ぶん

化
か

やオホーツ

ク文化
か

の遺
い

跡
せき

の発
はっ

掘
くつ

品
ひん

が展
てん

示
じ

され、礼
れ

文
ぶん

島
とう

が古
こ

代
だい

から人
ひと

々
びと

の行
ゆき

き来
き

の盛
さか

ん
ん

な場
ば

所
しょ

であったこと、複
ふく

数
すう

の文
ぶん

化
か

が共
きょう

存
ぞん

していたことを知
し

ることができ

ます。 

その後
ご

、礼
れ

文
ぶん

町
ちょう

社
しゃ

会
かい

福
ふく

祉
し

協
きょう

議
ぎ

会
かい

会
かい

長
ちょう

で現
げん

役
えき

漁
りょう

師
し

の築
ちく

田
た

義
ぎ

秋
あき

さんより、礼
れ

文
ぶん

島
とう

でのウニやコン

ブ漁
りょう

についてのお話
はなし

を聞
き

きました。 

島
とう

内
ない

見
けん

学
がく

では、スコトン岬
みさき

、澄
す

海
かい

岬
みさき

、高
こう

山
ざん

植
しょく

物
ぶつ

園
えん

、桃
もも

岩
いわ

等
など

をまわり、目
め

の前
まえ

に広
ひろ

がる息
いき

を呑む
の

よ

うな景色
けしき

にみんな驚嘆
きょうたん

し、さかんにカメラのシャ

ッターを切って
き

いました。 

「こんな場
ば

所
しょ

があるなんて、知
し

らなかった」、「こ

ういう機
き

会
かい

がなければ行
い

けなかった」。 

帰
き

長
なが

く住
す

んでいても地
じ

元
もと

のことはあまり知
し

らない、

ということはよくありますが、参
さん

加
か

者
しゃ

にとって、今
こん

回
かい

の見
けん

学
がく

会
かい

は視
し

野
や

を広
ひろ

げる一
いち

助
じょ

となったようです。 

 

 

 

 

 

旭
あさひ

川
かわ

おしゃべり交
こう

流
りゅう

会
かい

 

地
じ

元
もと

ボランティアに支
ささ

えられて 

５月
がつ

、北
きた

国
ぐに

の春
はる

がめぐってきて花
はな

の季
き

節
せつ

になり

ました。帰
き

国
こく

者
しゃ

のみなさんに季
き

節
せつ

を楽
たの

しみ、地
ち

域
いき

の

ことを知
し

ってもらおうと、５月
がつ

２４日
にち

嵐
あらし

山
やま

公
こう

園
えん

の

「北
ほっ

邦
ぽう

野
や

草
そう

園
えん

」での交
こう

流
りゅう

会
かい

が開
かい

催
さい

されました。今
こん

回
かい

もボランティアさんの企
き

画
かく

です。 

山
やま

のエネルギーもらった 

 ボランティアさん曰
いわ

く、嵐
あらし

山
やま

はアイヌ民
みん

族
ぞく

の神
しん

聖
せい

な山
やま

。眼
め

の覚
さ

めるような新
しん

緑
りょく

に包
つつ

まれて、エン

レイソウなど山
やま

の草
くさ

花
ばな

の咲
さ

く「北
ほっ

邦
ぽう

野
や

草
そう

園
えん

」を学
がく

芸
げい

員
いん

の案内で見
み

て回
まわ

り、理
り

解
かい

を深
ふか

めることができま

した。「山
やま

のエネルギーをもらった」、「サハリンで

も山
やま

によく行
い

った」と帰
き

国
こく

者
しゃ

のみなさん。近
ちか

くに

こんな場
ば

所
しょ

があったことを知
し

り、これからは「一人
ひ と り

でも来
こ

られる」と喜
よろこ

んでいました。 

 お昼
ひる

は、展
てん

望
ぼう

台
だい

から旭
あさひ

川
かわ

市
し

街
がい

を望
のぞ

みながらお弁
べん

当
とう

をひろげ、さらに

おしゃべり。帰
き

国
こく

者
しゃ

もボランティアさ

んも「虫
むし

には刺
さ

され

たけど楽
たの

しい時
じ

間
かん

を過
す

ごした」、との感
かん

想
そう

を述
の

べていました。ふだん

気
き

持
も

ちも閉
と

じこもりがちな帰
き

国
こく

者
しゃ

のみなさんには、

郷
きょう

土
ど

を知
し

り、生
せい

活
かつ

圏
けん

の広
ひろ

がりを感
かん

じ、心
こころ

も広
ひろ

が

る一
いち

日
にち

になりました。 

ボランティア体
たい

験
けん

―力
ちから

を合
あ

わせればできる 

６月
がつ

１７日
にち

サッポロフラワーカーペット実
じっ

行
こう

委
い

員
いん

会
かい

が主
しゅ

催
さい

する「フラワーカーペット」製
せい

作
さく

に、日
に

本
ほん

語
ご

中
ちゅう

級
きゅう

Ｂクラス１３名
めい

が参
さん

加
か

しました。担
たん

当
とう

したのは、バラやカーネーションの花
はな

びらを茎
くき

か

らとる作
さ

業
ぎょう

です。クラスの平
へい

均
きん

年
ねん

齢
れい

は７０.５歳
さい

。

慣
な

れた手
て

つきで黙
もく

々
もく

と作
さ

業
ぎょう

にあたっていました。

作
さ

業
ぎょう

終
しゅう

了
りょう

後
ご

は、主
しゅ

催
さい

側
がわ

から感
かん

謝
しゃ

され、少
すこ

し疲
つか

れ

は見
み

えたものの、達
たっ

成
せい

感
かん

でいい表
ひょう

情
じょう

でした。「ま

た来
らい

年
ねん

も参
さん

加
か

したい」「力
ちから

を合
あ

わせれば色
いろ

々
いろ

な事
こと

が出
で

来
き

るとわかった」等
など

の感
かん

想
そう

が聞
き

かれました。 
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手
て

稲
いね

前
まえ

田
だ

団
だん

地
ち

出
で

前
まえ

教
きょう

室
しつ

 

 楽
たの

しく学
まな

ぶ健
けん

康
こう

教
きょう

室
しつ

も 

３月
がつ

から始
はじ

まった手
て

稲
いね

区
く

前
まえ

田
だ

団
だん

地
ち

の出
で

前
まえ

教
きょう

室
しつ

。

帰
き

国
こく

者
しゃ

のみなさんは楽
たの

しみに集
あつ

まってきます。と

にかく集
あつ

まる場
ば

所
しょ

ができてうれしい、と１ヶ月
げつ

に

１回
かい

ではなくもっと増
ふ

やしてほしいと言
い

います。 

 ６月
がつ

１５日
にち

は、日
に

本
ほん

語
ご

の学
がく

習
しゅう

のほかに健
けん

康
こう

につ

いても学
まな

びました。市
し

社
しゃ

会
かい

福
ふく

祉
し

協
きょう

議
ぎ

会
かい

にお願
ねが

いし、

これから夏
なつ

に向
む

かって「脱
だっ

水
すい

に注
ちゅう

意
い

しよう」とい

うテーマで勉
べん

強
きょう

しました。みなさん、教
きょう

材
ざい

を楽
たの

し

く使
つか

いながら、先
せん

生
せい

とのやりとりも活
かっ

発
ぱつ

、身
しん

体
たい

の仕
し

組
く

みを知
し

り水
すい

分
ぶん

を取
と

ることの大
たい

切
せつ

さを学
まな

びました。

これからは地
ち

域
いき

に交
こう

流
りゅう

を広
ひろ

げることも課
か

題
だい

です。

帰
き

国
こく

者
しゃ

のみなさんの声
こえ

を聞
き

きながら、みなさんに

喜
よろこ

ばれる楽
たの

しい教
きょう

室
しつ

をめざします。 

 

 

 

 

 

 

８月・９月・１０月の予定 

8月 11日～8月 24日 日本語教室夏休み 

9 月 18 日 DVD 上映会 

9 月 24 日 日本語教室前期終了 

10 月 11 日 

月 30 日 

  日本語教室後期開始 

10 月 一泊研修旅行 

帰国者の社会参加～編集後記に代えて～ 

樺
から

太
ふと

帰
き

国
こく

者
しゃ

のための共
きょう

同
どう

墓
ぼ

所
しょ

が完
かん

成
せい

するなど、

時
とき

の流
なが

れを感
かん

じさせる出
で

来
き

事
ごと

が多
おお

い中
なか

、若
わか

い世
せ

代
だい

の成
せい

長
ちょう

と活
かつ

躍
やく

が期
き

待
たい

されます。 

７月
がつ

１０日
にち

に行
おこな

われた選
せん

挙
きょ

では、選
せん

挙
きょ

権
けん

年
ねん

齢
れい

が

１８歳
さい

以
い

上
じょう

に引
ひ

き下
さ

げられました。若
わか

い帰
き

国
こく

者
しゃ

2.

３世
せい

は、社
しゃ

会
かい

参
さん

加
か

についてどのように捉
とら

えている

のでしょうか。聞
き

いてみたところ、選
せん

挙
きょ

には行
い

か

なかったという人
ひと

がほとんどでしたが、真
ま

面
じ

目
め

な

意
い

見
けん

も聞
き

くことができました。 

Ｙさんは、住
じゅう

民
みん

票
ひょう

を移
うつ

し
し

た
た

関
かん

係
けい

で今
こん

回
かい

は投
とう

票
ひょう

できなかったそうですが、「選
せん

挙
きょ

に行
い

かないことは、

自
じ

分
ぶん

の将
しょう

来
らい

に無
む

関
かん

心
しん

だということ」と言
い

います。

今
こ

年
とし

沖
おき

縄
なわ

の大
だい

学
がく

に進
しん

学
がく

し、基
き

地
ち

問
もん

題
だい

を目
ま

の当
あ

たり

にしたことが、考
かんが

えを深
ふか

めるきっかけになったよ

うです。 

「北
ほっ

海
かい

道
どう

では見
み

られない人
ひと

の様
よう

子
す

、聞
き

けない情
じょう

報
ほう

を知
し

って毎
まい

回
かい

驚
おどろ

いています。基
き

地
ち

で働
はたら

いてい

る知
し

り合
あ

いがいるので、アメリカ側
がわ

の様
さま

々
ざま

な意
い

見
けん

も聞
き

いています。両
りょう

方
ほう

の側
がわ

から問
もん

題
だい

について考
かんが

える機
き

会
かい

があり、毎
まい

回
かい

思
おも

うのは、ほとんどの人
ひと

が現
げん

実
じつ

を知
し

らず、うそを信
しん

じて、それが広
ひろ

まってしま

っていること、わたしたちはマスメディアに頼
たよ

り

切
き

って生
い

きているということです。当
あ

たり前
まえ

だけ

ど、何
なに

を信
しん

じるか自
じ

分
ぶん

で判
はん

断
だん

しなくてはならない

という結
けつ

論
ろん

に達
たっ

しました」。 

投
とう

票
ひょう

に関
かん

しても「候
こう

補
ほ

者
しゃ

に関
かん

する記
き

事
じ

を読
よ

んで、

すぐに決
き

めることはできない。各
かく

人
じん

の行
こう

動
どう

などを

見
み

て、時
じ

間
かん

をかけて選
えら

ぶべき」と言
い

います。 

とはいえ、あふれる情
じょう

報
ほう

を吟
ぎん

味
み

し、選
せん

別
べつ

してい

くことは簡
かん

単
たん

ではありません。今
こん

回
かい

選
せん

挙
きょ

に参
さん

加
か

し

たＮさんも、候
こう

補
ほ

者
しゃ

を選
えら

ぶのは大
たい

変
へん

だったと言
い

い

ます。それでも「国
こく

民
みん

の声
こえ

を反
はん

映
えい

する方
ほう

法
ほう

の一
ひと

つ

だから、選
せん

挙
きょ

は大
だい

事
じ

」と考
かんが

え、「周
まわ

りの友
とも

達
だち

や先
せん

生
せい

やバイト先
さき

の人
ひと

とたくさん話
はなし

をして決
き

めた」そう

です。 

若
わか

者
もの

たちの真
しん

摯
し

な姿
し

勢
せい

に、希
き

望
ぼう

が感
かん

じられます。 
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 北

きた

湯
ゆ

沢
ざわ

～京
きょう

極
ごく

町
ちょう

 一
いっ

泊
ぱく

研
けん

修
しゅう

旅
りょ

行
こう

 

温
おん

泉
せん

と友
とも

との語
かた

らいで 

    心
こころ

も体
からだ

もぽかぽかに 
 

今
こ

年
とし

の一
いっ

泊
ぱく

研
けん

修
しゅう

旅
りょ

行
こう

は、「蝦
え

夷
ぞ

富
ふ

士
じ

」とも呼
よ

ばれ、

北
ほっ

海
かい

道
どう

を代
だい

表
ひょう

す

る山
やま

のひとつであ

る羊
よう

蹄
てい

山
ざん

の自
し

然
ぜん

を

知
し

る旅
たび

となりました。10月 23日、10月 24日の二
ふつ

日
か

間
かん

はあいにくの寒
さむ

さに見
み

舞
ま

われ、途
と

中
ちゅう

休
きゅう

憩
けい

に

寄
よ

った中
なか

山
やま

峠
とうげ

では、樺
から

太
ふと

帰
き

国
こく

者
しゃ

が「ここはサハリ

ンのようですね」と言
い

うほど冷
つめ

たい風
かぜ

が吹
ふ

いてい

ました。 

1日
にち

目
め

は、予
よ

定
てい

より早
はや

く宿
しゅく

泊
はく

先
さき

に到
とう

着
ちゃく

し、食
しょく

事
じ

ま

での間
あいだ

温
おん

泉
せん

でゆっくり体
からだ

をあたためました。プ

ールで泳
およ

ぐ元
げん

気
き

な 1世
せい

の姿
すがた

もありました。夜
よる

は、

みんな一
いっ

緒
しょ

に食
しょく

事
じ

をとりながらの交
こう

流
りゅう

会
かい

で、歌

ったり踊ったりおしゃべりしたり、楽
たの

しいひと時
とき

を過
す

ごしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2
ふつ

日
か

目
め

は、京
きょう

極
ごく

町
ちょう

の「ふきだし公
こう

園
えん

」へ。こ

の公
こう

園
えん

は、羊
よう

蹄
てい

山
ざん

の自
し

然
ぜん

がつくりだす水
みず

が絶
た

え間
ま

なく湧
わ

き出
で

る「名
めい

水
すい

の里
さと

」として知
し

られています。

湧
ゆう

水
すい

口
こう

の付
ふ

近
きん

には、給
きゅう

水
すい

口
ぐち

がいくつもあり、自
じ

由
ゆう

に汲
く

むことができます。「日
に

本
ほん

百
ひゃく

名
めい

水
すい

」に選
えら

ばれ

たほどおいしいお水
みず

なのですが、寒
さむ

いので汲
く

むの

をあきらめた人
ひと

も…。 

健
けん

康
こう

上
じょう

の理
り

由
ゆう

などから、年
ねん

々
ねん

参
さん

加
か

者
しゃ

は少
すく

なくな

っています。それでも帰
き

国
こく

者
しゃ

同
どう

士
し

でゆっくり過
す

ご

せる年
ねん

に一
いち

度
ど

の機
き

会
かい

を、みんな楽
たの

しみにしていま

す。今
こ

年
とし

は２９名
めい

と少
しょう

人
にん

数
ずう

の旅
りょ

行
こう

になりましたが、

「夜
よる

、部
へ

屋
や

でのおしゃべりはやはり楽
たの

しかった。

来
き

て良
よ

かった。」と、宿
しゅく

泊
はく

旅
りょ

行
こう

ならではの感
かん

想
そう

も

寄
よ

せられました。 
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旭
あさひ

川
かわ

・おしゃべり交
こう

流
りゅう

会
かい

 

過
す

ごした人
じん

生
せい

語
かた

り、理
り

解
かい

しあう 

今
こん

回
かい

のテーマは「あの時
じ

代
だい

、人
じん

生
せい

語
かた

り合
あ

い」で

す。7月
がつ

28日
にち

、帰
き

国
こく

者
しゃ

の皆
みな

さんとボランティアの皆
みな

さんが、中
ちゅう

国
ごく

、ロシア、日
に

本
ほん

で同
おな

じ時
じ

代
だい

にどのよ

うな生
せい

活
かつ

をしていたか、お互
たが

いの人
じん

生
せい

経
けい

験
けん

を語
かた

り

合
あ

いました。 

中
ちゅう

国
ごく

帰
き

国
こく

者
しゃ

Hさんは、1945年
ねん

哈
ハ

爾
ル

浜
ピン

の鉄
てつ

道
どう

の駅
えき

の難
なん

民
みん

収
しゅう

容
よう

所
じょ

で母
はは

が病
びょう

死
し

、食
た

べ物
もの

もなく拾
ひろ

って

食
た

べたこと、そして養
よう

父
ふ

母
ぼ

にもらわれたことなど、

悲
ひ

惨
さん

な体
たい

験
けん

を語
かた

りました。 

樺
から

太
ふと

帰
き

国
こく

者
しゃ

Kさんは、家
か

族
ぞく

で残
ざん

留
りゅう

し父
ちち

は漁
りょう

師
し

をしたこと、ロシアの学
がっ

校
こう

へ入
はい

ったけれどロシア

語
ご

がわからなかったこと、韓
かん

国
こく

人
じん

の友
とも

達
だち

がいっぱ

いいたことなど、残
ざん

留
りゅう

後
ご

の生
せい

活
かつ

を話
はな

しました。戦
せん

後
ご

生
う

まれの Lさんは、小
ちい

さい頃
ころ

は貧
まず

しく、いいこ

とは何
なに

もなかった、ロシアの子
こ

ども達
たち

と体
たい

操
そう

チー

ムに入り、選
せん

手
しゅ

として活
かつ

躍
やく

したことなど、サハリ

ンの生
せい

活
かつ

を語
かた

りました。 

ボランティアのSさんは、戦
せん

争
そう

の時
じ

代
だい

をY県
けん

で過
す

ごしたけれど静
しず

かであったことなどを語
かた

り、他
た

の

人
ひと

も戦
せん

後
ご

の子
こ

ども時
じ

代
だい

の思
おも

い出
で

を語
かた

りました。そ

れぞれ国
くに

での体
たい

験
けん

から、中
ちゅう

国
ごく

やサハリンでの帰
き

国
こく

者
しゃ

の苦
く

難
なん

の人
じん

生
せい

が浮
う

き彫
ぼ

りになりました。 

ボランティアの皆
みな

さんからは、帰
き

国
こく

者
しゃ

の人
じん

生
せい

を

もっと知
し

りたい、聞
き

きたいと理
り

解
かい

を深
ふか

める一
いっ

歩
ぽ

に

なりました。 

稚
わっか

内
ない

・日
に

本
ほん

の食
しょく

文
ぶん

化
か

を学
まな

ぶ会
かい

 

 料
りょう

理
り

を通
つう

じて文
ぶん

化
か

体
たい

験
けん

 

「日
に

本
ほん

の 食
しょく

文
ぶん

化
か

を学
まな

ぶ会
かい

」が、10月
がつ

20

日
にち

稚
わっか

内
ない

市
し

の総
そう

合
ごう

勤
きん

労
ろう

者
しゃ

会
かい

館
かん

調
ちょう

理
り

室
しつ

で

行
おこな

われました。樺
から

太
ふと

帰
き

国
こく

者
しゃ

の参
さん

加
か

者
しゃ

は 8名
めい

。講
こう

師
し

の先
せん

生
せい

は、去
きょ

年
ねん

の料
りょう

理
り

講
こう

習
しゅう

会
かい

でもお料
りょう

理
り

を教
おし

えてくれた荒
あら

岡
おか

真
ま

貴
き

子
こ

先
せん

生
せい

。「まるで炊
た

き込
こ

みきのこごはん」「鮭
さけ

の南
なん

蛮
ばん

漬
づ

け」「具
ぐ

だくさん豚
ぶた

汁
じる

」の３品
ひん

を調
ちょう

理
り

しました。

初
はじ

めに先
せん

生
せい

から、料
りょう

理
り

の手
て

順
じゅん

や切
き

り方
かた

などを説
せつ

明
めい

してもらい、二
ふた

つのグループに分
わ

かれて実
じっ

際
さい

に

調
ちょう

理
り

を行
おこな

いました。 

家
いえ

で毎
まい

日
にち

料
りょう

理
り

はしていても、いざこのような

料
りょう

理
り

教
きょう

室
しつ

となると、皆
みな

さん、ちょっと戸
と

惑
まど

って

しまうようです。日
に

本
ほん

料
りょう

理
り

は、出
だ

汁
し

に醤
しょう

油
ゆ

や酒
さけ

、

みりん、砂
さ

糖
とう

、塩
しお

などを加
くわ

えて味
あじ

付
つ

けしますが、

それぞれの調
ちょう

味
み

料
りょう

をきちんと計
けい

量
りょう

して正
ただ

しい

順
じゅん

番
ばん

で入
い

れていくのは不
ふ

慣
な

れな様
よう

子
す

でした。イチ

ョウ切
ぎ

りや短
たん

冊
ざく

切
ぎ

りといった言
こと

葉
ば

もめずらしか

ったようです。 

ほかにも「鮭
さけ

の南
なん

蛮
ばん

漬
づ

け」に添
そ

える野
や

菜
さい

は生
なま

で

食
た

べるため、細
ほそ

く千
せん

切
ぎ

りにしなくてはなりません

が、豚
ぶた

汁
じる

に入
い

れる野
や

菜
さい

は大
おお

きめに切
き

ります。H さ

んはうっかり豚
ぶた

汁
じる

用
よう

のジャガイモも薄
うす

く切
き

って

しまい、大
おお

笑
わら

いしていました。 

 最
さい

後
ご

に出
で

来
き

あがった料
りょう

理
り

を皆
みな

で試
し

食
しょく

しました。

お料
りょう

理
り

はどれも好
こう

評
ひょう

で、皆
みな

さん「おいしい」「家
いえ

でもつくってみる」と口
くち

々
ぐち

に言
い

っていました。「こ

ういうことはしょっちゅうやったら駄
だ

目
め

。太
ふと

って

しまうから。」なんて冗
じょう

談
だん

を言
い

う人
ひと

もいました。

戸
と

惑
まど

いつつも、日
に

本
ほん

料
りょう

理
り

の細
こま

かなところに日
に

本の

食
しょく

文
ぶん

化
か

を実
じっ

体
たい

験
けん

した一
いち

日
にち

でした。 
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地
ち

域
いき

で温
あたた

かな理
り

解
かい

を 

「中
ちゅう

国
ごく

・樺
から

太
ふと

帰
き

国
こ く

者
しゃ

を知
し

る集
つど

い」 

 11月
がつ

26日
にち

地
ち

域
いき

の人
ひと

々
びと

に残
ざん

留
りゅう

邦
ほう

人
じん

への理
り

解
かい

を深
ふか

めてもらう啓
けい

発
はつ

事
じ

業
ぎょう

として「中
ちゅう

国
ごく

・樺
から

太
ふと

帰
き

国
こく

者
しゃ

を

知
し

る集
つど

い」が、かでるホールで開
かい

催
さい

されます。 

これまで毎
まい

年
とし

行
おこな

われていた文
ぶん

化
か

祭
さい

のように、太
たい

極
きょく

拳
けん

や中
ちゅう

国
ごく

の伝
でん

統
とう

舞
ぶ

踊
よう

、日
に

本
ほん

語
ご

の学
がく

習
しゅう

発
はっ

表
ぴょう

も

ありますが、第
だい

一
いち

部
ぶ

は「知
し

って下
くだ

さい残
ざん

留
りゅう

邦
ほう

人
じん

（帰
き

国
こく

者
しゃ

）のこと」と題
だい

して、帰
き

国
こく

者
しゃ

理
り

解
かい

のための特
とく

別
べつ

なプログラムを準
じゅん

備
び

しています。 

そのひとつが樺
から

太
ふと

帰国者
き こ くし ゃ

による体験
たいけん

再現劇
さいげんげき

。帰
き

国
こく

者
しゃ

の実
じっ

際
さい

の体
たい

験
けん

をもとに、文
ぶん

化
か

や習
しゅう

慣
かん

の違
ちが

い、

言
こと

葉
ば

の壁
かべ

から生
う

まれた戸
と

惑
まど

いや誤
ご

解
かい

が描
えが

かれま

す。中
ちゅう

国
ごく

もロシアもそれぞれの文
ぶん

化
か

や習
しゅう

慣
かん

があ

るけれど、自
じ

分
ぶん

でも気
き

づかないまま誤
ご

解
かい

している

ことがあるかもしれない…。劇
げき

を見
み

た方
かた

にそんな

ことを少
すこ

しでも考
かんが

えてもらえたら、と樺
から

太
ふと

帰
き

国
こく

者
しゃ

1世
せい

クラスを中
ちゅう

心
しん

にした有
ゆう

志
し

が、今
いま

一
いっ

生
しょう

懸
けん

命
めい

練
れん

習
しゅう

中
ちゅう

です。日
に

本
ほん

語
ご

で演
えん

じるため、人
ひと

によっては

自
じ

分
ぶん

のセリフをロシア文
も

字
じ

で台
だい

本
ほん

に書
か

きこんだ

りと、奮
ふん

闘
とう

しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

※写真は去年の文化祭の様子です。 

また札
さっ

幌
ぽろ

市
し

立
りつ

大
おお

通
どおり

高
こう

校
こう

と NPO「CaSA」・ロシア学
がっ

校
こう

の子
こ

どもたちが歌
うた

と踊
おど

りを披
ひ

露
ろう

してくれます。 

参
さん

加
か

希
き

望
ぼう

の方
かた

は、FAX・郵
ゆう

送
そう

・メールで当
とう

センタ

ーまでお申
もう

し込
こ

みください。入
にゅう

場
じょう

無
む

料
りょう

です。お

問
と

い合
あ

わせも当
とう

センターまでお願
ねが

いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＮＰＯ「ＣａＳＡ」について 

「子
こ

どもたちに選
せん

択
たく

の幅
はば

を」 

「 CaSA 」 は 、「 Child-assist Sapporo 

Association」の略
りゃく

で、外
がい

国
こく

人
じん

児
じ

童
どう

・保
ほ

護
ご

者
しゃ

のサポートを主
おも

な目
もく

的
てき

として、2008 年

に設
せつ

立
りつ

された非
ひ

営
えい

利
り

団
だん

体
たい

です。北
ほっ

海
かい

道
どう

大
だい

学
がく

学
がく

術
じゅつ

研
けん

究
きゅう

員
いん

のスヴェトラーナ・パイチ

ャゼ先
せん

生
せい

と１
ひと

人
り

の小
しょう

学
がっ

校
こう

教
きょう

師
し

によって

設
せつ

立
りつ

されました。日
に

本
ほん

語
ご

教
きょう

育
いく

とその他
た

の

科
か

目
もく

の学
がく

習
しゅう

支
し

援
えん

が、ボランティア講
こう

師
し

に

よって行
おこな

われています。 

現
げん

在
ざい

は、毎
まい

週
しゅう

土
ど

曜
よう

日
び

に北
ほっ

海
かい

道
どう

大
だい

学
がく

構
こう

内
ない

で「土
ど

曜
よう

教
きょう

室
しつ

・ロシア学
がっ

校
こう

」と並
へい

行
こう

して

授
じゅ

業
ぎょう

が行
おこな

われており、ここに多
おお

くの樺
から

太
ふと

帰
き

国
こく

者
しゃ

の子
こ

どもたちが通
かよ

っています。 

帰
き

国
こく

者
しゃ

の子
こ

どもたちは、日
に

本
ほん

・ロシア・

韓
かん

国
こく

など複
ふく

数
すう

の文
ぶん

化
か

と言
げん

語
ご

を背
はい

景
けい

に持
も

っ

ていますが、「何
なに

人
じん

として、どの言
げん

語
ご

で生
い

きていくかということは、子
こ

どもたち一
ひと

人
り

一
ひと

人
り

が自
じ

分
ぶん

で決
き

めること。ただ子
こ

ども

たちの選
せん

択
たく

の幅
はば

をできるだけ広
ひろ

げてあげ

ることは、とても大
だい

事
じ

」と、CaSA代
だい

表
ひょう

の

パイチャゼ先
せん

生
せい

は言
い

います。実
じっ

際
さい

、帰
き

国
こく

者
しゃ

の子
こ

どもたちのほとんどが「ロシア学
がっ

校
こう

」

でロシア語
ご

を、「CaSA」では日
に

本
ほん

語
ご

を学
まな

ん

でいるそうです。 

パイチャゼ先
せん

生
せい

も、自
じ

身
しん

のお子
こ

さんを

日
に

本
ほん

で育
そだ

てています。「CaSA」設
せつ

立
りつ

の一
いち

番
ばん

大
おお

きな動
どう

機
き

は、自
じ

分
ぶん

が母
はは

親
おや

になったこと

だと言
い

います。子
こ

どもたちには、「いま学
まな

んでいること、経
けい

験
けん

していることを大
たい

切
せつ

にして、これからの人
じん

生
せい

に生
い

かしてほし

い」と語
かた

ってくれました。 
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もみじ台
だい

団
だん

地
ち

・介
かい

護
ご

予
よ

防
ぼう

サロン 

この街
まち

で知
し

り合
あ

いできてうれしい 

 毎
まい

月
つき

1回
かい

のもみじ台
だい

団
だん

地
ち

での介
かい

護
ご

予
よ

防
ぼう

サロン、7月
がつ

から 2年
ねん

目
め

に入
はい

りました。毎
まい

回
かい

、25名
めい

ほどの帰
き

国
こく

者
しゃ

と

町
ちょう

内
ない

の皆
みな

さんが参
さん

加
か

しています。 

指
し

導
どう

する竹
たけ

田
だ

憲
けん

司
じ

先
せん

生
せい

（北
ほっ

海
かい

学
がく

園
えん

大
だい

名
めい

誉
よ

教
きょう

授
じゅ

）は、

筋
きん

肉
にく

や関
かん

節
せつ

の動
うご

きをやさしく説
せつ

明
めい

、みなさん、身
しん

体
たい

の

知
ち

識
しき

も深
ふか

まり興
きょう

味
み

も湧
わ

きます。転
てん

倒
とう

防
ぼう

止
し

や認
にん

知
ち

症
しょう

予
よ

防
ぼう

に効
こう

果
か

のあるラダー運
うん

動
どう

は、先
せん

生
せい

から「いいよ、

いいよ」「すばらしい！」と声
こえ

かけられながら、にぎ

やかに進
すす

みます。 

1時
じ

間
かん

の運
うん

動
どう

が終
お

わると 1時
じ

間
かん

の交
こう

流
りゅう

会
かい

。ジャス

ミン茶
ちゃ

とお菓
か

子
し

がふるまわれ、おしゃべりもはずみ

ます。町
ちょう

内
ない

の Aさんは「ここで顔
かお

見
み

知
し

りになったお

かげで、道
みち

やスーパーであったときにも声
こえ

をかけて

立
た

ち話
ばなし

もできる。帰
き

国
こく

者
しゃ

の皆
みな

さんもこの街
まち

で知
し

り合
あ

いができてうれしい、と言
い

ってくれるのがうれしい」

と笑
え

顔
がお

で語
かた

ってくれました。 

 

前
まえ

田
だ

公
こう

園
えん

団
だん

地
ち

の出
で

前
まえ

日
に

本
ほん

語
ご

教
きょう

室
しつ

が終
しゅう

了
りょう

 

10月
がつ

から介
かい

護
ご

予
よ

防
ぼう

と交
こ う

流
りゅう

の会
かい

に 

4月
がつ

に始
はじ

まった前
まえ

田
だ

公
こう

園
えん

団
だん

地
ち

の出
で

前
まえ

日
に

本
ほん

語
ご

教
きょう

室
しつ

は、半
はん

年
とし

の講
こう

座
ざ

を 9月
がつ

で終
しゅう

了
りょう

しました。10月
がつ

か

らは NPOシーズネットに委
い

託
たく

して、もみじ台
だい

団
だん

地
ち

で取
と

り組
く

まれてきた「介
かい

護
ご

予
よ

防
ぼう

サロン」が始
はじ

まる

ことになりました。 

出
で

前
まえ

教
きょう

室
しつ

は、センターに通
つう

所
しょ

できない帰
き

国
こく

者
しゃ

の

皆
みな

さんのために、やさしく日
に

本
ほん

語
ご

を学
まな

びながら楽
たの

しく交
こう

流
りゅう

しようと進められ、帰
き

国
こく

者
しゃ

の皆
みな

さんには

学
まな

ぶことが楽
たの

しい、集
あつ

まる場
ば

所
しょ

があってうれしい

と喜
よろこ

ばれてきました。 

引
ひ

き続
つづ

き、老
ろう

後
ご

の生
せい

活
かつ

をさまざまな経
けい

験
けん

を広
ひろ

げ

て豊
ゆた

かに楽
たの

しく過
す

ごしてもらおうと、健
けん

康
こう

維
い

持
じ

と

交
こう

流
りゅう

の会
かい

に発
はっ

展
てん

させることになりました。 

担
たん

当
とう

する NPOシーズネットの青
あお

木
き

さんは「新
あら

た

な広
ひろ

がりができてうれしい」と今
こん

後
ご

の取
と

り組
く

みに

張
は

り切
き

っています。 

 

料
りょう

理
り

交
こう

流
りゅう

会
かい

 

おはぎと漬
つ

けもので交
こ う

流
りゅう

 

日
に

本
ほん

人
じん

に

とって身
み

近
じか

で、比
ひ

較
かく

的
てき

か

んたんにつ

くれる料
りょう

理
り

を体
たい

験
けん

して

もらおうと、７月
がつ

２５日
にち

かでるの調
ちょう

理
り

室
しつ

で料
りょう

理
り

交
こう

流
りゅう

会
かい

が開
ひら

かれました。メニューは、「おはぎ」

と「キャベツときゅうりの漬
つけ

物
もの

」。市
し

販
はん

の浅
あさ

漬
づ

け

の素
もと

をつかった漬
つけ

物
もの

は意
い

外
がい

に好
こう

評
ひょう

で、空
から

のパッケ

ージを持
も

ち帰
かえ

った人
ひと

もいました。おはぎは餡
あん

が甘
あま

すぎるという人もいましたが、終
お

わってみれば、

皆
みな

きれいに平
たい

らげていて、楽
たの

しく食
しょく

文
ぶん

化
か

交
こう

流
りゅう

で

きました。 

１１月・１２月・１月の行事 

11月 20日 DVD 上映会 

11月 22日 ボランティア研修会（旭川） 

11月 26日 中国・樺太帰国者を知る集い 

1２ 月 2３日 

月 30日 

樺太帰国者交流会 

12月 23日～１月 10 日 日本語教室冬休み 
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市
し

民
みん

が参
さん

加
か

、理
り

解
かい

を深
ふか

める 

中
ちゅう

国
ごく

・樺
から

太
ふと

帰
き

国
こ く

者
しゃ

を知
し

る集
つど

い 

「中
ちゅう

国
ごく

・樺
から

太
ふと

帰
き

国
こ く

者
し ゃ

を知
し

る集
つど

い」が 11月
がつ

26

日
にち

、かでるホールにて開
かい

催
さい

されました。この催
もよお

し

は、地
ち

域
いき

における残
ざん

留
りゅう

邦
ほう

人
じん

への理
り

解
かい

を促
うなが

す目
も く

的
てき

で開
かい

催
さい

され、参
さん

加
か

者
し ゃ

は 191名
めい

、うち 103名
めい

が

市
し

民
みん

の参
さん

加
か

でした。 

所
し ょ

長
ちょう

の開
かい

会
かい

挨
あい

拶
さつ

につづいて、当
とう

センターで

作
さ く

成
せい

した「残
ざん

留
りゅう

邦
ほう

人
じん

の歴
れき

史
し

と現
げん

状
じょう

」と題
だい

したス

ライドが上
じょう

映
えい

され、残
ざん

留
りゅう

を余
よ

儀
ぎ

なくされた経
けい

緯
い

や帰
き

国
こ く

後
ご

の問
もん

題
だい

などが紹
しょう

介
かい

されました。帰
き

国
こ く

者
し ゃ

の中
なか

には自
じ

身
しん

の境
きょう

遇
ぐう

に重
かさ

ね合
あ

わせて涙
なみだ

す

る人
ひと

も。また一
い っ

般
ぱん

の参
さん

加
か

者
し ゃ

にも、このスライドは

「わかりやすかった」と好
こ う

評
ひょう

でした。 

続
つづ

いて上
じょう

演
えん

された樺
から

太
ふと

帰
き

国
こ く

者
し ゃ

に

よる劇
げき

は、帰
き

国
こ く

者
し ゃ

たちが

実
じ っ

際
さい

に日
に

本
ほん

の生
せい

活
かつ

の中
なか

で戸
と

惑
まど

ったり、誤
ご

解
かい

されたりした体
たい

験
けん

がもとになっています。帰
き

国
こ く

者
し ゃ

が直
ちょく

面
めん

する文
ぶん

化
か

や言
こ と

葉
ば

の壁
かべ

を、一
い っ

般
ぱん

の人
ひと

にも感
かん

じてもらえる

ない 

 

 

 

 

内
ない

容
よう

でした。一
い っ

生
しょう

懸
けん

命
めい

練
れん

習
しゅう

した成
せい

果
か

が出
で

て、演
えん

じた帰
き

国
こ く

者
し ゃ

の皆
みな

さんは「私
わたし

たちの思
おも

い
い

が届
とど

いた

と思
おも

う」と満
まん

足
ぞく

そうでした。 

また中
ちゅう

国
ごく

の伝
でん

統
とう

舞
ぶ

踊
よう

や太
たい

極
きょく

拳
けん

のほか、札
さ っ

幌
ぽろ

市
し

立
りつ

大
おお

通
どおり

高
こ う

校
こ う

とＮＰＯ「CaSA」の生
せい

徒
と

たちによ

る歌
うた

やダンスが披
ひ

露
ろう

されました。 大
おお

通
どおり

高
こ う

校
こ う

は

道
どう

内
ない

で唯
ゆい

一
いつ

、海
かい

外
がい

から来
き

た生
せい

徒
と

のための特
と く

別
べつ

入
にゅう

学
がく

枠
わく

がある高
こ う

校
こ う

です。帰
き

国
こ く

者
し ゃ

、日
に

本
ほん

で暮
く

ら

す外
がい

国
こ く

人
じん

、日
に

本
ほん

人
じん

の子
こ

供
ども

たちが一
い っ

緒
し ょ

にロシア

民
みん

謡
よう

「コロボーチカ」に合
あ

わせて踊
おど

る姿
すがた

、自
じ

由
ゆう

に

こだわりなく様
さま

々
ざま

な文
ぶん

化
か

を楽
たの

しんでいる姿
すがた

は、

本
ほん

当
とう

に清
すが

々
すが

しいものでした。 

帰
き

国
こく

者
しゃ

へ温
あたた

かな声
こえ

も 

参
さん

加
か

者
し ゃ

からは「とてもよかった」「勉
べん

強
きょう

になっ

た」という声
こえ

のほか、「子
こ

どもの頃
こ ろ

サハリンにいた」

「場
ば

合
あい

によっては、私
わたし

が日
に

本
ほん

語
ご

を学
まな

ぶ身
み

になっ 

ていたかも」という声
こえ

もあり、引
ひき

揚
あげ

者
し ゃ

である人
ひと

も

今
こん

回
かい

の催
もよお

しに関
かん

心
しん

を持
も

って来
き

てくれました。 

「大
たい

変
へん

な思
おも

いをした方
かた

々
がた

が、少
すこ

しでも今
いま

の生
せい

活
かつ

を楽
たの

しんでいるのが嬉
うれ

しかった」「生
う

まれ育
そだ

っ

た国
く に

を離
はな

れ、違
ちが

う国
く に

の文
ぶん

化
か

を受
う

け入
い

れての生
せい

活
かつ

は大
たい

変
へん

なこと」と帰
き

国
こ く

者
し ゃ

に寄
よ

り添
そ

う温
あたた

かい

感
かん

想
そう

もあり、より深
ふか

く帰
き

国
こ く

者
し ゃ

について知
し

ってもら

う一
いち

助
じ ょ

となった集
つど

いでした。

しらかば     ２０１７年 冬号 第３５号 
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みんなでつくるロシアのお祭
まつ

り 樺太帰
き

国
こ く

者
しゃ

交
こ う

流
りゅう

パーティー 

 12月
がつ

23日
にち

東
ひがし

区
く

民
みん

センターに、旭
あさひ

川
かわ

・帯
おび

広
ひろ

など道
どう

内
ない

の樺
から

太
ふと

帰
き

国
こ く

者
し ゃ

と支
し

援
えん

者
し ゃ

計
けい

88名
めい

が集
あつ

まり、「樺
から

太
ふと

帰
き

国
こ く

者
し ゃ

交
こ う

流
りゅう

パーティー」

が開
かい

催
さい

されました。開
かい

催
さい

時
じ

期
き

を年
ねん

末
まつ

に変
か

えてから、今
こ

年
と し

で４回
かい

目
め

。

クリスマスツリー点
てん

灯
とう

や、帰
き

国
こ く

者
し ゃ

によるミニコンサートもすっかり

恒
こ う

例
れい

となりました。 

はじまりはロシアのサンタクロース「ジェド・マロース」が登
とう

場
じょう

し、

魔
ま

法
ほう

を使
つか

ってもみの木
き

に灯
あか

りをつけようとしますがうまくいきません。皆
みんな

で力
ちから

を合
あ

わせて、ようやく灯
あか

りが付
つ

いたところで、所
し ょ

長
ちょう

の挨
あい

拶
さつ

、ミニコンサート、来
らい

年
ねん

の酉
と り

年
ど し

にちなんだゲーム、ダンスとプログラム

は続
つづ

き、参
さん

加
か

者
し ゃ

はリラックスした様
よう

子
す

で「ロシアのお祭
まつ

り」を楽
たの

しみました。テーブルの上
うえ

には、帰
き

国
こ く

者
し ゃ

有
ゆう

志
し

手
て

作
づく

りの 800個
こ

のペリメニ（ロシアの水
すい

餃
ぎょう

子
ざ

）の他
ほか

、持
も

ち寄
よ

りの手
て

作
づくり

り料
りょう

理
り

がいっぱいに並
なら

べら

れました。 

ミニコンサートでは、ハーモニカ演
えん

奏
そう

や歌
うた

の他
ほか

、帰
き

国
こ く

者
し ゃ

2世
せい

のＴさん夫
ふう

婦
ふ

が大
おと

人
な

の雰
ふん

囲
い

気
き

たっぷりの

ダンスを披
ひ

露
ろう

。また 4年
ねん

前
まえ

の交
こ う

流
りゅう

パーティーで大
だい

好
こ う

評
ひょう

を博
は く

した「白
は く

鳥
ちょう

の 湖
みずうみ

」が、今
こん

回
かい

は白
は く

鳥
ちょう

と黒
こ く

鳥
ちょう

の踊
おど

りで披
ひ

露
ろう

され、再
ふたた

び喝
かっ

采
さい

を浴
あ

びていました。 

    

 

  

 

交
こう

流
りゅう

広
ひろ

がり、心
こころ

つながる 

今
こん

回
かい

は中
ちゅう

国
ごく

帰
き

国
こ く

者
し ゃ

も数
すう

名
めい

参
さん

加
か

しました。中
ちゅう

国
ごく

帰
き

国
こ く

者
し ゃ

の交
こ う

流
りゅう

会
かい

とは雰
ふん

囲
い

気
き

が違
ちが

うと「樺
から

太
ふと

帰
き

国
こ く

者
し ゃ

の人
ひと

たちが優
やさ

しく迎
むか

えてくれて、ロシア語
ご

がわからなくても心
こころ

から楽
たの

しめた。ロシアの餃
ぎょう

子
ざ

や具
ぐ

の入
はい

ったパン（ピロシキ）もおいしかった」と喜
よろこ

んでいました。また1人
ひ と り

は樺
から

太
ふと

帰
き

国
こ く

者
し ゃ

とともにミニコンサート

にも出
しゅつ

演
えん

し、また新
あら

たに交
こ う

流
りゅう

の輪
わ

が広
ひろ

がりました。 

  最
さい

後
ご

は、ロシアの人
ひと

が大
だい

好
す

きなフリーダンスでパーティーは盛
せい

況
きょう

のうちに締
し

めくくられ、共
きょう

催
さい

のＮＰ

Ｏ法
ほう

人
じん

日
に

本
ほん

サハリン協
きょう

会
かい

の角
かく

田
た

洋
よう

子
こ

理
り

事
じ

が、飛
ひ

行
こ う

機
き

が欠
け っ

航
こ う

のため参
さん

加
か

できなかった斎
さい

藤
とう

弘
ひろ

美
み

会
かい

長
ちょう

の代
か

わりに閉
へい

会
かい

挨
あい

拶
さつ

をしました。皆
みな

さん、お互
たが

いに来
く

る新
しん

年
ねん

を祝
いわ

う挨
あい

拶
さつ

をし、笑
え

顔
がお

で「よかった」「楽
たの

しかった」と言
い

い、心
こころ

つながる会
かい

になりました。 
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稚
わっか

内
ない

でも交
こう

流
りゅう

パーティー 

ロシアの雰
ふん

囲
い

気
き

いっぱいに 

12月
がつ

25日
にち

、稚
わっか

内
ない

日
にち

ロ
ろ

友
ゆう

好
こ う

会
かい

館
かん

で樺
から

太
ふと

帰
き

国
こ く

者
し ゃ

のによるク

リスマスパーティーが

開
ひら

かれました。 

今
こ

年
と し

で 2回
かい

目
め

となるパーティーは、昨
さ く

年
ねん

と同
おな

じく稚
わっか

内
ない

市
し

在
ざい

住
じゅう

の帰
き

国
こ く

者
し ゃ

の皆
みな

さんが知
ち

恵
え

を出
だ

し合
あ

い、協
きょう

力
りょく

しあって、暖
あたた

かくて楽
たの

しいロシアの雰
ふん

囲
い

気
き

いっぱいの集
つど

いとなりました。そして、これまでお世
せ

話
わ

になった方
かた

々
がた

にたいして、感
かん

謝
し ゃ

の気
き

持
も

ちが表
あら

わされました。 

 参
さん

加
か

したのは帰
き

国
こ く

者
し ゃ

の皆
みな

さんや、横
よ こ

田
た

前
ぜん

稚
わっか

内
ない

市
し

長
ちょう

をはじめとする市
し

役
やく

所
し ょ

ＯＢの皆
みな

さんなど 26名
めい

。パーティ

ーは、当
とう

センターと日
に

本
ほん

サハリン協
きょう

会
かい

が共
きょう

同
どう

で開
かい

催
さい

し、

帰
き

国
こ く

者
し ゃ

の皆
みな

さんが自
じ

発
はつ

的
てき

に取
と

り組
く

んだ活
かつ

動
どう

を支
し

援
えん

し

ました。   

パーティーは、日
に

本
ほん

サハリン協
きょう

会
かい

齊
さい

藤
とう

弘
ひろ

美
み

会
かい

長
ちょう

の

あいさつではじまりました。テーブルには、帰
き

国
こ く

者
し ゃ

の皆
みな

さんの手
て

作
づく

りのロシア料
りょう

理
り

がならび、「これぞロシアの

味
あじ

」と招
まね

かれた皆
みな

さんも大
おお

喜
よろこ

び。歌
うた

やダンス、ロシアの

ゲームには皆
みな

さんが参
さん

加
か

して、笑
え

顔
がお

とかけ声
ごえ

、大
だい

爆
ばく

笑
しょう

が絶
た

えない中
なか

、心
こころ

の底
そこ

から帰
き

国
こ く

者
し ゃ

が伝
つた

えるロシアの文
ぶん

化
か

を楽
たの

しみました。 

 

 

 

 

地
ち

域
いき

に広
ひろ

がる帰
き

国
こく

者
しゃ

の活
かつ

動
どう

 

さまざまな苦
く

労
ろう

を乗
の

り越
こ

えて稚
わっか

内
ない

の地
ち

で生
せい

活
かつ

して

いる帰
き

国
こ く

者
し ゃ

の皆
みな

さんが、生
い

き生
い

きと地
ち

域
いき

に広
ひろ

がる活
かつ

動
どう

を生
う

み出
だ

しました。参
さん

加
か

した人
ひと

からは、「誰
だれ

から言
い

わ

れたのでもなく、自
じ

発
はつ

的
てき

に取
と

り組
く

んだことは素
す

晴
ば

らし

い」という声
こえ

が聞
き

かれ、地
ち

域
いき

の交
こ う

流
りゅう

を広
ひろ

げようという、

帰
き

国
こ く

者
し ゃ

の皆
みな

さんの思
おも

いが伝
つた

わる会
かい

になりました。 
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旭
あさひ

川
かわ

・ボランティア研
けん

修
しゅう

会
かい

 

「なぜ残
のこ

されたのか・・」 

帰
き

国
こ く

者
しゃ

が語
かた

る体
たい

験
けん

、歴
れき

史
し

 

昨
さ く

年
ねん

の樺
から

太
ふと

帰
き

国
こ く

者
し ゃ

問
もん

題
だい

の研
けん

修
しゅう

に続
つづ

き、今
こ

年
と し

は中
ちゅう

国
ごく

帰
き

国
こ く

者
し ゃ

問
もん

題
だい

を学
まな

ぶ会
かい

を

開
ひら

きました。11月
がつ

22

日
にち

「なぜ残
のこ

されたの

か、そして何
なに

が起
お

きたのか」と題
だい

して、中
ちゅう

国
ごく

帰
き

国
こ く

者
し ゃ

林
はやし

文
ふみ

雄
お

さんの体
たい

験
けん

談
だん

を聞
き

きました。樺
から

太
ふと

帰
き

国
こ く

者
し ゃ

のH
Ｈ

さん

は「たくさん聞
き

きたいことがある」と参
さん

加
か

、同
おな

じ時
じ

代
だい

に

生
い

き樺
から

太
ふと

と中
ちゅう

国
ごく

に残
のこ

されたことに深
ふか

い関
かん

心
しん

を示
しめ

しまし

た。 

孤
こ

児
じ

体
たい

験
けん

、命
いのち

をつないだ人
じん

生
せい

 

 満
まん

州
しゅう

開
かい

拓
た く

移
い

民
みん

から逃
とう

避
ひ

行
こ う

、引
ひき

揚
あげ

にいたる歴
れき

史
し

を学
まな

び、そのなかで起
お

きた林
はやし

さんの体
たい

験
けん

を聞
き

きました。7

歳
さい

の時
とき

、母
はは

に連
つ

れられ避
ひ

難
なん

した難
なん

民
みん

収
しゅう

容
よう

所
じ ょ

で、母
はは

が

見
み

つけてきた食
た

べ物
もの

を毛
もう

布
ふ

を被
かぶ

って食
た

べたと今
いま

でも

はっきり覚
おぼ

えていること。母
はは

が亡
な

くなり、一
ひと

人
り

となってソ

連
れん

兵
へい

の食
た

べ残
のこ

しを拾
ひろ

い食
ぐ

いしたり、ハルピン駅
えき

構
こ う

内
ない

の

ベンチ下
した

で寝
ね

泊
と

まりしていた時
とき

に、足
あし

で蹴
け

られて追
お

い

出
だ

されたこと。そして連
つ

れていかれた床
とこ

屋
や

で働
はたら

かされ、

そうして命
いのち

をつないだことなど、苦
く

難
なん

の人
じん

生
せい

を語
かた

りま

した。 

ボランティアのみなさんは、林
はやし

さんの体
たい

験
けん

談
だん

に聞
き

き

入
い

り、「もっと聞
き

いてみたい」と理
り

解
かい

を深
ふか

めていました。 

H さんは「戦
せん

争
そう

を起
お

こしてはならない。戦
せん

争
そう

になった

ら犠
ぎ

牲
せい

になるのは子
こ

供
ども

たち、自
じ

分
ぶん

の体
たい

験
けん

に重
かさ

なる」と

語
かた

り、林
はやし

さんも「二
に

度
ど

と戦
せん

争
そう

は起
お

こしてほしくない」と

強
つよ

くその心
こころ

の思
おも

いを語
かた

りました。 

 

編集後記 

昨
さ く

年
ねん

11月
がつ

の「中
ちゅう

国
ごく

・樺
から

太
ふと

帰
き

国
こ く

者
し ゃ

を知
し

る集
つど

い」は、当
とう

センター初
はつ

の 

試
こころ

みでしたが、おかげさまで無
ぶ

事
じ

に開
かい

催
さい

することができました。 

後
ご

日
じつ

新
しん

聞
ぶん

に載
の

った記
き

事
じ

を見
み

て、喜
よろこ

ぶ帰国者の姿がありました。 

教
きょう

務
む

から・日
に

本
ほん

語
ご

遠
えん

隔
かく

学
がく

習
しゅう

に新
しん

コース 

学
まな

んでみませんか、介
かい

護
ご

資
し

格
かく

 

日
に

本
ほん

語
ご

「遠
えん

隔
かく

学
がく

習
しゅう

課
か

程
てい

」に、新
あたら

しく「介
かい

護
ご

職
しょく

員
いん

初
し ょ

任
にん

者
し ゃ

研
けん

修
しゅう

受
じ ゅ

講
こ う

準
じゅん

備
び

コース」が加
く わ

わりました。 

介
かい

護
ご

職
しょく

員
いん

初
し ょ

任
にん

者
し ゃ

とは、従
じゅう

来
らい

の

ホームヘルパー2級
きゅう

に相
そう

当
とう

し、自
じ

身
しん

では日
にち

常
じょう

生
せい

活
かつ

を送
お く

るのが困
こん

難
なん

な高
こ う

齢
れい

者
し ゃ

や障
しょう

害
がい

者
し ゃ

へ入
にゅう

浴
よ く

、食
しょく

事
じ

、排
はい

泄
せつ

などの身
しん

体
たい

介
かい

護
ご

、そして掃
そう

除
じ

、洗
せん

濯
た く

、買
か

い物
もの

、調
ちょう

理
り

といった日
にち

常
じょう

生
せい

活
かつ

の援
えん

助
じ ょ

をすることを前
ぜん

提
てい

とした資
し

格
かく

です。 

2013年
ねん

度
ど

から介
かい

護
ご

の資
し

格
かく

制
せい

度
ど

が新
あたら

しくなり、ホー

ムヘルパー2級
きゅう

研
けん

修
しゅう

が、「介
かい

護
ご

職
しょく

員
いん

初
し ょ

任
にん

者
し ゃ

研
けん

修
しゅう

」に変
へん

更
こ う

されました。 

この資
し

格
かく

を持
も

つ人
ひと

は、在
ざい

宅
た く

だけではなく養
よう

護
ご

老
ろう

人
じん

ホームや、デイサービスセンターなどの施
し

設
せつ

で働
はたら

くこ

とも想
そう

定
てい

されています。また最
さい

近
きん

では、家
か

庭
てい

内
ない

での介
かい

護
ご

にもいかせる知
ち

識
しき

として講
こ う

座
ざ

を受
じ ゅ

講
こ う

し、資
し

格
かく

を取
と

る

人
ひと

も増
ふ

えているそうです。 

介
かい

護
ご

職
しょく

員
いん

初
し ょ

任
にん

者
し ゃ

研
けん

修
しゅう

は誰
だれ

でも受
じ ゅ

講
こ う

できますが、最
さい

後
ご

に筆
ひっ

記
き

試
し

験
けん

を受
う

ける必
ひつ

要
よう

があります。 

今
こん

回
かい

新
あたら

しく加
く わ

わったコースは、研
けん

修
しゅう

の受
じ ゅ

講
こ う

に必
ひつ

要
よう

な

基
き

本
ほん

的
てき

な知
ち

識
しき

を身
み

につけ、講
こ う

座
ざ

で出
しゅつ

題
だい

されるレポート

問
もん

題
だい

やグループワークへの対
たい

応
おう

のしかたを学
まな

ぶことを

目
も く

的
てき

としています。 

いまのところテキストは中
ちゅう

国
ごく

語
ご

版
ばん

のみですが、介
かい

護
ご

職
しょく

に関心のある人
ひと

を対
たい

象
しょう

としています。興
きょう

味
み

のある方
かた

は、教
きょう

務
む

までお問
と

い合
あ

わせください。 

 

２月・３月の行事 

2 月 5 日 中国帰国者新年交流会 

2 月 10 日 健康運動教室 

2 月 26 日 ＤＶＤ上映会 

3 月 19 日～4 月 10 日 日本語教室春休み 
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中
ちゅう

国
ごく

帰
き

国
こく

者
しゃ

新
しん

年
ねん

交
こう

流
りゅう

会
かい

 

春
しゅん

節
せつ

を祝
いわ

い、思
おも

いを集
あつ

めて交
こ う

流
りゅう

深
ふか

める 

中
ちゅう

国
ごく

のお正
しょう

月
がつ

「春
しゅん

節
せつ

」を祝
いわ

う恒
こ う

例
れい

の中
ちゅう

国
ごく

帰
き

国
こ く

者
し ゃ

新
しん

年
ねん

交
こ う

流
りゅう

会
かい

が、2月
がつ

5
いつ

日
か

、東
ひがし

区
く

民
みん

センターで開
ひら

かれました。毎
まい

年
と し

の

春
しゅん

節
せつ

交
こ う

流
りゅう

会
かい

を楽
たの

しみにしているという、１００名
めい

を超
こ

える多
おお

く

の帰
き

国
こ く

者
し ゃ

の皆
みな

さんが集
つど

い、新
しん

年
ねん

を祝
いわ

い、交
こ う

流
りゅう

を深
ふか

めました。 

中
ちゅう

国
ごく

帰
き

国
こ く

者
し ゃ

の皆
みな

さんの多
おお

くは、帰
き

国
こ く

してすでに 20年
ねん

、30

年
ねん

という月
つき

日
ひ

を過
す

ごしてきました。皆
みな

さんの人
じん

生
せい

の思
おも

いを集
あつ

めて集
つど

い、今
いま

を喜
よろこ

び、仲
なか

間
ま

同
どう

士
し

の話
はなし

も広
ひろ

がります。家
か

族
ぞく

で参
さん

加
か

した二
に

世
せい

は、仕
し

事
ごと

を語
かた

り、子
こ

どもの成
せい

長
ちょう

を語
かた

ります。懐
なつ

か

しい中
ちゅう

国
ごく

式
しき

の会
かい

、その中
ちゅう

国
ごく

の雰
ふん

囲
い

気
き

に気
き

持
も

ちも安
やす

らぎ、会
かい

場
じょう

は笑
え

顔
がお

にあふれました。 

 

 

 

 

 

ボランティアの皆
みな

さんに支
ささ

えられて 

今
こ

年
と し

の交
こ う

流
りゅう

会
かい

は、帰
き

国
こ く

者
し ゃ

一
い っ

世
せい

二
に

世
せい

、そしてボランティアの皆
みな

さんが、力
ちから

を合
あ

わせて会
かい

場
じょう

を飾
かざ

りつけ、テーブルを並
なら

べ、

手
て

作
づく

り料
りょう

理
り

も心
こころ

を込
こ

めて準
じゅん

備
び

しました。春
しゅん

節
せつ

に欠
か

かせない餃
ぎょう

子
ざ

は、中
ちゅう

華
か

調
ちょう

理
り

師
し

でもある二
に

世
せい

松
まつ

本
もと

君
きみ

男
お

さんの手
て

によ

るもの、そしておいしい焼
シャオ

餅
ピン

にも、皆
みな

さん大
おお

喜
よろこ

びでした。 

そして楽
たの

しみの文
ぶん

芸
げい

発
は っ

表
ぴょう

、今
ことし

年は一
い っ

世
せい

伊
い

藤
とう

美
み

代
よ

子
こ

さんが企
き

画
かく

、進
しん

行
こ う

を担
たん

当
とう

し、舞
ぶ

台
たい

では中
ちゅう

国
ごく

民
みん

族
ぞく

舞
ぶ

踊
よう

や中
ちゅう

国
ごく

の歌
うた

が繰
く

り広
ひろ

げられ、色
いろ

とりどりの衣
い

装
しょう

に会
かい

場
じょう

も華
はな

やぎました。最
さい

後
ご

は、いつもの秧
ヤン

歌
ガー

踊
おど

りで会
かい

場
じょう

はひとつになり、大
おお

いに交
こ う

流
りゅう

を広
ひろ

げ深
ふか

めた一
いち

日
にち

になりました。帰国者の皆さんは、「今年はとくによかった」と語っていました。 

今
こ

年
と し

もまたボランティアの皆
みな

さんに支
ささ

えられ、みんなの力
ちから

を合
あ

わせて開
ひら

かれた新
しん

年
ねん

交
こ う

流
りゅう

会
かい

。喜びを分かち合う会に

なりました。 
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社
しゃ

会
かい

につながるきっかけ 

帰
き

国
こ く

者
しゃ

のボランティア体
たい

験
けん

 

中
ちゅう

国
ごく

・樺
から

太
ふと

帰
き

国
こく

者
しゃ

有
ゆう

志
し

が、ボランティア活
かつ

動
どう

を体
たい

験
けん

しました。ボランティアとは、いわば縁
えん

の下
した

の力
ちから

持
も

ちです。ひとつのイベントが、それなりの時
じ

間
かん

を

かけ、たくさんの人
ひと

たちが、小
ちい

さいかもしれないけ

れどそれぞれの役
やく

割
わり

を果
は

たすことで完
かん

成
せい

していく、

その過
か

程
てい

を体
たい

験
けん

する貴
き

重
ちょう

な機
き

会
かい

となりました。 

また、帰
き

国
こく

者
しゃ

にとってボランティア体
たい

験
けん

は、社
しゃ

会
かい

と

関
かか

わるきっかけにもなるし、日
に

本
ほん

語
ご

力
りょく

を試
ため

すチャン

スでもあります。 

札
さ っ

幌
ぽろ

アジア冬
と う

季
き

競
きょう

技
ぎ

大
たい

会
かい

 

 

冬
とう

季
き

アジア大
たい

会
かい

は、「冬
ふゆ

のオリンピックのアジア版
ばん

」

とも言
い

われる総
そう

合
ごう

国
こく

際
さい

スポーツ大
たい

会
かい

で、今
こ

年
とし

は 2月
がつ

19日
にち

から 2月
がつ

26日
にち

まで札
さっ

幌
ぽろ

で開
かい

催
さい

されました。 

この大
たい

会
かい

に中
ちゅう

国
ごく

・樺
から

太
ふと

帰
き

国
こく

者
しゃ

８名
めい

がボランティア

として参
さん

加
か

し、会
かい

場
じょう

入
にゅう

場
じょう

時
じ

の手
て

荷
に

持
も

検
けん

査
さ

や、空
くう

港
こう

での選
せん

手
しゅ

の出
で

迎
むか

えなどを担
たん

当
とう

したほか、通
つう

訳
やく

ボラン

ティアとして活
かつ

躍
やく

した人もいました。また休
きゅう

憩
けい

時
じ

間
かん

には、他
た

のボランティアさんとの交
こう

流
りゅう

も楽
たの

しむこと

ができました 

特
とく

に今
こん

回
かい

は樺
から

太
ふと

帰
き

国
こく

者
しゃ

2名
めい

が、ロシア語
ご

の通
つう

訳
やく

ボラ

ンティアに挑
ちょう

戦
せん

しましたが、人
ひと

手
で

が足
た

りずひっぱり

だこだったそうです。怪
け

我
が

人
にん

がでて医
い

療
りょう

通
つう

訳
やく

をしな

ければならなかったり、監
かん

督
とく

同
どう

士
し

の電
でん

話
わ

での会
かい

話
わ

の

通
つう

訳
やく

を頼
たの

まれるなど、思
おも

いがけない場
ば

面
めん

がいくつか

ありました。そんな中
なか

でも、なんとか通
つう

訳
やく

をこなせ

てしまったことが自
じ

分
ぶん

でも驚
おどろ

きだった、と二
ふた

人
り

は感
かん

想
そう

を語
かた

ってくれました。またセンターで医
い

療
りょう

クラス

に通
かよ

っていたことも役
やく

に立
た

ったそうです。 

冬
とう

季
き

アジア大
たい

会
かい

は大
おお

きな国
こく

際
さい

大
たい

会
かい

ですから、事前

に研修があったり、分厚い資料が送られてきたりで、

みんな初
はじ

めは緊
きん

張
ちょう

していました。けれども実
じっ

際
さい

にや

ってみれば、それほど難
むずか

しいことではないと安
あん

心
しん

し

たようです。参
さん

加
か

した帰
き

国
こく

者
しゃ

は、「またやりたい、ま

た来
らい

年
ねん

も（？）やりたい」とボランティア活
かつ

動
どう

に対
たい

す

る意
い

欲
よく

がさらに湧
わ

き、自
じ

信
しん

もつけることができまし

た。 

カレンダー市
いち

で今
こ

年
とし

も活
かつ

躍
やく

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年
とし

初
はじ

めに開
ひら

かれた、札
さっ

幌
ぽろ

ユネスコ協
きょう

会
かい

によるカレ

ンダーリサイクル市
いち

のためのカレンダー仕
し

分
わ

け作
さ

業
ぎょう

を、去
きょ

年
ねん

に引
ひ

き続
つづ

き中
ちゅう

国
ごく

・樺
から

太
ふと

帰
き

国
こく

者
しゃ

14名が手
て

伝
つだ

いました。昨
さく

年
ねん

も参
さん

加
か

した人
ひと

は、もう慣
な

れた様
よう

子
す

で

てきぱきと働
はたら

いていました。作
さ

業
ぎょう

の後
あと

、好
す

きなカ

レンダーがもらえることも楽
たの

しみです。 

カレンダー市
いち

の収
しゅう

益
えき

金
きん

は、「東
ひがし

日
に

本
ほん

大
だい

震
しん

災
さい

子
こ

ども

支
し

援
えん

」等
など

の活
かつ

動
どう

に充
あ

てられます。作
さ

業
ぎょう

をしながら、

様
さま

々
ざま

な人
ひと

と関
かか

わるとともに、社
しゃ

会
かい

貢
こう

献
けん

もできた時
じ

間
かん

でした。 
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旭
あさひ

川
かわ

・おしゃべり交
こう

流
りゅう

会
かい

 

同
おな

じように生
せい

活
かつ

して仲
なか

良
よ

くなる 

活
かつ

動
どう

の５年
ねん

間
かん

を振
ふ

り返
かえ

っておしゃべり 

 

旭
あさひ

川
かわ

市
し

でのボランティアの皆
みな

さんとの「おしゃべ

り交
こう

流
りゅう

会
かい

」は 5年
ねん

になります。帰
き

国
こく

者
しゃ

の地
ち

域
いき

での生
せい

活
かつ

の安
あん

心
しん

を、そしてお互
たが

いに学
まな

び、理
り

解
かい

を深
ふか

め豊
ゆた

か

な人
じん

生
せい

を、と交
こう

流
りゅう

を進
すす

めてきました。 

 ３月
がつ

９
ここの

日
か

、これまでの活
かつ

動
どう

を振
ふ

り返
かえ

り、次
つぎ

のステ

ップを考
かんが

えてみようとおしゃべりしました。 

 これまでの研
けん

修
しゅう

会
かい

や帰
き

国
こく

者
しゃ

の話
はなし

を聞
き

く会
かい

で「戦
せん

争
そう

について、封
ふう

印
いん

されていない生
なま

の声
こえ

を聞
き

き、強
つよ

い印
いん

象
しょう

を受
う

けた。ものすごくよかった」、「別
べつ

の面
めん

からの

見
み

方
かた

ができるようになった。気
き

づかせてくれてよか

った」という感
かん

想
そう

や、交
こう

流
りゅう

を通
つう

じて「帰
き

国
こく

者
しゃ

やボラ

ンティアの方
かた

の話
はなし

をもっと聞
き

きたい。いろいろな人
ひと

の話
はなし

を聞
き

くことは大
だい

事
じ

。人
ひと

というのはインプットを

やめたらだめ」、「地
ち

域
いき

になじめないマイノリティで

ある帰
き

国
こく

者
しゃ

をつぶすのではなく、同
おな

じように生
せい

活
かつ

し、

お互
たが

いに仲
なか

良
よ

くなることが大
だい

事
じ

」、「みんなで輪
わ

にな

っておしゃべりをしたり、食
た

べることが一
いち

番
ばん

大
だい

事
じ

だ

と思
おも

う」などの意
い

見
けん

のほか、「帰
き

国
こく

者
しゃ

の隣
となり

近
きん

所
じょ

付
つ

き合
あ

いはどんな風
ふう

なのだろう。もし、あまり付
つ

き合
あ

いが

ないようなら、ボランティアとの連
れん

絡
らく

網
もう

をつくって

はどうか」と身
み

近
じか

な交
こう

流
りゅう

、サポートについての提
てい

案
あん

もありました。 

 中
ちゅう

国
ごく

帰
き

国
こく

者
しゃ

の林
はやし

さんは、「皆
みな

さんから教
おし

えてもら

って、もっともっと勉
べん

強
きょう

します」と語
かた

り、そんな林
はやし

さんに対
たい

し
し

て
て

、尊
そん

敬
けい

できる立
りっ

派
ぱ

な方
かた

という声
こえ

も出
で

て

いました。交
こう

流
りゅう

を通
とお

して得
え

られたものは多
おお

く、皆
みな

さ 

 

 

んの心
こころ

を支
ささ

える力
ちから

になっています。 

 今
こん

回
かい

は、はじめてのボランティア 3名
めい

も参
さん

加
か

、満
まん

 

州
しゅう

引
ひき

揚
あげ

を体
たい

験
けん

した人
ひと

、また職
しょく

業
ぎょう

訓
くん

練
れん

校
こう

で帰
き

国
こく

者
しゃ

を

教
おし

えた、という人
ひと

もいて、今
こん

後
ご

の交
こう

流
りゅう

もさらに広
ひろ

が

りそうです。 

 来
らい

年
ねん

は春
はる

を迎
むか

えて、かたくりの花
はな

を見
み

に行
い

こうと

いう計
けい

画
かく

も。意
い

欲
よく

あふれるおしゃべり会
かい

議
ぎ

になりま

した。 

料
りょう

理
り

交
こう

流
りゅう

会
かい

 

飾
かざ

り海
の

苔
り

巻
まき

に挑
ちょう

戦
せん

 

「孫
まご

につくってあげたい」 

日
に

本
ほん

の料
りょう

理
り

を学
まな

びながら交
こう

流
りゅう

する料
りょう

理
り

交
こう

流
りゅう

会
かい

が、1月 23日、ボランティアの皆
みな

さんを含
ふく

む 32名
めい

が

参
さん

加
か

して開
ひら

かれました。前
ぜん

回
かい

7月
がつ

のおはぎに続
つづ

いて、

今
こん

回
かい

は飾
かざ

り海
の

苔
り

巻
まき

をつくりました。 

海
の

苔
り

巻
まき

は中
ちゅう

国
ごく

にもロシアにもない料
りょう

理
り

だけに、

挑
ちょう

戦
せん

するのは初
はじ

めて、という人
ひと

もいて、興
きょう

味
み

深
ぶか

げ

に取
と

り組
く

んでいました。 

飾
かざ

り海
の

苔
り

巻
まき

は、ふりかけや桜
さくら

でんぶで色
いろ

を付
つ

けた

細
ほそ

巻
まき

きを花
はな

びらに、たくあん漬
づ

け
け

や蟹
かに

かまぼこなど

を花
はな

の芯
しん

に見
み

立
た

てて、全
ぜん

部
ぶ

いっしょに白
しろ

いご飯
はん

で巻
ま

いてつくります。切
き

るとお花
はな

のかたちになるとわか

り、みんなニ本目は一
いっ

本
ぽん

目
め

よりきれいにつくること

ができました。 

帰
き

国
こく

者
しゃ

もボランティアの皆
みな

さんも、自
じ

分
ぶん

の海
の

苔
り

巻
まき

づくりに一
いっ

生
しょう

懸
けん

命
めい

で、会
かい

話
わ

が途
と

切
ぎ

れる場
ば

面
めん

もありま

したが、「難
むず

しかったけれど楽
たの

しかった」、「孫
まご

が海
の

苔
り

巻
まき

が大
だい

好
す

きなので、つくってあげたい」と満
まん

足
ぞく

そう

でした。 
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Ｎ
エヌ

Ｐ
ピー

Ｏ
オー

シーズネット・介
かい

護
ご

サロン＆お茶
ちゃ

サロン 

毎
まい

回
かい

多
た

彩
さい

な交
こ う

流
りゅう

、新
あたら

しい人
ひと

も 

高
こう

齢
れい

化
か

問
もん

題
だい

と取
と

り組
く

むＮ
エヌ

Ｐ
ピー

Ｏ
オー

シーズネットへの委
い

託
たく

事
じ

業
ぎょう

「介
かい

護
ご

予
よ

防
ぼう

サロン」が、厚
あつ

別
べつ

区
く

もみじ台
だい

団
だん

地
ち

と手
て

稲
いね

区
く

前
まえ

田
だ

団
だん

地
ち

で活
かっ

発
ぱつ

に続
つづ

いています。 

 二
ふた

つの会
かい

場
じょう

は、いつも明
あか

るく笑
え

顔
がお

にあふれ、いき

いきとみんなの活
かつ

力
りょく

が引
ひ

き出
だ

されます。帰
き

国
こく

者
しゃ

の皆
みな

さんは、心
こころ

から楽
たの

しみのびのび。 

 ラダ―運
うん

動
どう

は「身
から

体
だ

を動
うご

かし、頭
あたま

も使
つか

えて、面
おも

白
しろ

い」と挑
ちょう

戦
せん

します。まっすぐ歩
ある

くことさえおぼつか

なかった Oさんも、いまではしっかりと枠
わく

の中
なか

を歩
ある

けます。指
し

導
どう

する竹
たけ

田
だ

先
せん

生
せい

も、驚
おどろ

き感
かん

心
しん

しています。

老
ろう

化
か

を防
ふせ

ぎ、脳
のう

の活
かっ

性
せい

化
か

をめざす運
うん

動
どう

に、会
かい

場
じょう

に歓
かん

声
せい

が広
ひろ

がりました。 

 ３月
がつ

からは、看
かん

護
ご

師
し

が来
き

て血
けつ

圧
あつ

測
そく

定
てい

の健
けん

康
こう

チェッ

クや、食
た

べたり飲
の

んだりするときむせないようにと

いう講
こう

話
わ

もあって、役
やく

に立
た

つ知
ち

識
しき

も学
まな

びました。 

広
ひろ

がる理
り

解
かい

で地
ち

域
いき

の安
あん

心
しん

支
ささ

える 

 運
うん

動
どう

が終
お

わったあとの「お茶
ちゃ

サロン」もおしゃべ

りがはずみます。担
たん

当
とう

の青
あお

木
き

さんは、いつも新
あら

たな参
さん

加
か

者
しゃ

に呼
よ

びかけ、地
ち

域
いき

の皆
みな

さんとの交
こう

流
りゅう

を通
つう

じて、

帰
き

国
こく

者
しゃ

理
り

解
かい

が広
ひろ

がります。帰
き

国
こく

者
しゃ

の皆
みな

さんも、多
た

彩
さい

で

飽
あ

きさせない企
き

画
かく

や体
たい

験
けん

を通
とお

して、理
り

解
かい

を深
ふか

めてい

ます。 

 厚
あつ

別
べつ

会
かい

場
じょう

も手
て

稲
いね

会
かい

場
じょう

も、帰
き

国
こく

者
しゃ

の皆
みな

さんに「も

っと回
かい

数
すう

をふやして」と大
だい

好
こう

評
ひょう

で、地
ち

域
いき

の生
せい

活
かつ

に安
あん

心
しん

が広
ひろ

がります。 

 

５月・６月・７月の行事 

5月 12日 健康運動教室 

5月 1４日 ＤＶＤ上映会 

6月 16日 健康運動教室 

6月下旬～7月上旬 さくらんぼ狩り 

7月 9日 ＤＶＤ上映会 

7月 14日 健康運動教室 

 

 

進
しん

学
がく

ニュース 

樺
から

太
ふと

帰
き

国
こ く

者
しゃ

２名
めい

が大
だい

学
がく

合
ごう

格
かく

 

 今
こ

年
とし

の春
はる

も、また明
あか

るいニュースが届
とど

きました。 

樺
から

太
ふと

帰
き

国
こく

者
しゃ

三
さん

世
せい

のＫくんが東
とう

海
かい

大
だい

学
がく

の国
こく

際
さい

文
ぶん

化
か

学
がっ

科
か

に、同
おな

じく三
さん

世
せい

のＨくんが、ロシア極
きょく

東
とう

連
れん

邦
ぽう

総
そう

合
ごう

大
だい

学
がく

函
はこ

館
だて

校
こう

に合
ごう

格
かく

しました。Ｈくんは、母
ぼ

語
ご

であるロ

シア語
ご

を基
き

礎
そ

からきちんと勉
べん

強
きょう

したいと考
かんが

えて、

ロシアの大
だい

学
がく

を選
えら

びました。また、Ｋくんも第
だい

二
に

外
がい

国
こく

語
ご

としてロシア語
ご

を選
せん

択
たく

しました。 

将
しょう

来
らい

に向
む

けて、自
じ

分
ぶん

自
じ

身
しん

が持
も

つ可
か

能
のう

性
せい

を、彼
かれ

らは

さらに広
ひろ

げようとしています。心
こころ

から応
おう

援
えん

したいと

思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

投
とう

稿
こ う

大
だい

募
ぼ

集
しゅう

！ 

帰
き

国
こ く

者
し ゃ

の皆
みな

さんの作
さ く

文
ぶん

、詩
し

、エッセイ、物
もの

語
がたり

のほか写
し ゃ

真
しん

等
とう

の作
さ く

品
ひん

をお待
ま

ちしています。日
に

本
ほん

語
ご

・中
ちゅう

国
ごく

語
ご

・ロシア

語
ご

の作
さ く

品
ひん

を受
う

け付
つ

けます。「しらかば」に載
の

せてほしい作
さ く

品
ひん

を郵
ゆう

送
そう

、または直
ちょく

接
せつ

センターにご持
じ

参
さん

下
くだ

さい。 

※紙
し

面
めん

の都
つ

合
ごう

上
じょう

、掲
けい

載
さい

できない場
ば

合
あい

もありますので 

ご了
りょう

承
しょう

ください。 

 

投稿大征集！ 

中心季刊「しらかば」向各位归国者征集作文，诗

歌，散文，小说，照片等投稿作品。日语，汉语，

俄语不限。请把应征作品邮寄或直接提交中心。 

※由于版面有限，或许有不适登载的作品，请谅解。 

 

Ждем ваших произведений! 

Присылайте нам свои сочинения, 

стихотворения, прозы, фотографии и т.д. по 

почте или по факсу, или занесите лично в 

центр. Мы принимаем рукописи на японском, 

китайском и русском языках. Они будут 

напечатаны в нашем вестнике «Сиракаба».  

※Не все произведения, присланные вами 

могут быть напечатаны из-за недостатка 

места. Просим вашего понимания.  
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介護支援事業 語りかけボランティア養成研修会 

「傾聴」をとおして安心感を 

 

 10月
がつ

から始
はじ

まる当
とう

センターの新
しん

規
き

事
じ

業
ぎょう

「語
かた

りかけボ

ランティア訪
ほう

問
もん

」のボランティア希
き

望
ぼう

者
しゃ

のための研
けん

修
しゅう

会
かい

が、9月
がつ

22日
にち

に開
かい

催
さい

されました。研
けん

修
しゅう

会
かい

には 10名
めい

の

ボランティア登
とう

録
ろく

希
き

望
ぼう

者
しゃ

が参
さん

加
か

、そのうちの 4名
めい

が中
ちゅう

国
ごく

・樺
から

太
ふと

帰
き

国
こく

者
しゃ

1.2世
せい

でした。 

 研
けん

修
しゅう

会
かい

は、所
しょ

長
ちょう

のあいさつに始
はじ

まり、帰
き

国
こく

者
しゃ

事
じ

情
じょう

やセンターの活
かつ

動
どう

状
じょう

況
きょう

などの説
せつ

明
めい

事
じ

項
こう

の後
のち

、札
さっ

幌
ぽろ

市
し

中
ちゅう

央
おう

区
く

第
だい

一
いち

包
ほう

括
かつ

支
し

援
えん

センターの梅
うめ

津
つ

ゆたか主
しゅ

任
にん

介
かい

護
ご

支
し

援
えん

専
せん

門
もん

員
いん

による「介
かい

護
ご

保
ほ

険
けん

のお話
はなし

」と、北
ほっ

海
かい

道
どう

総
そう

合
ごう

福
ふく

祉
し

研
けん

究
きゅう

センターの池
いけ

田
だ

ひろみ事
じ

務
む

局
きょく

長
ちょう

による「語
かた

りかけボランティアで大
たい

切
せつ

なこと」の二
ふた

つの講
こう

義
ぎ

が続
つづ

き

ました。 

 「介
かい

護
ご

保
ほ

険
けん

制
せい

度
ど

のお話
はなし

」では、基
き

本
ほん

的
てき

な制
せい

度
ど

の仕
し

組
く

み

を、「語
かた

りかけボランティアで大
たい

切
せつ

なこと」では、ボラン

ティアとして活
かつ

動
どう

する上
うえ

で大
たい

切
せつ

な「傾
けい

聴
ちょう

」について学
まな

ぶ

ことができました。 

 傾
けい

聴
ちょう

とは、相
あい

手
て

の話
はなし

をそのまま受
う

け入
い

れることで、話
はな

し手
て

とよりよい関
かん

係
けい

を築
きず

き、気
き

持
も

ちを楽
らく

にしてもらうこ

とを目
もく

的
てき

としています。そのため、「この人
ひと

になら話
はな

して

もいい」と思
おも

ってもらうことから始
はじ

まり、相
あい

手
て

の話
はなし

を取
と

ってしまわない、否
ひ

定
てい

しない、応
おう

援
えん

し続
つづ

ける態
たい

度
ど

を示
しめ

す等
とう

の必
ひつ

要
よう

な姿
し

勢
せい

、相
あい

づちの打
う

ち方
かた

、自
じ

分
ぶん

の感
かん

情
じょう

がも

ろに出
で

てしまいやすい咄
とっ

嗟
さ

の一
ひと

言
こと

など、気
き

をつけるべき点
てん

などを教
おそ

わりました。 

 相
あい

手
て

の問
もん

題
だい

を解
かい

決
けつ

することが傾
けい

聴
ちょう

ボランティアの目
もく

的
てき

ではないので、たくさ

んの効
こう

果
か

を自
じ

分
ぶん

自
じ

身
しん

に義
ぎ

務
む

づけないことも大
たい

切
せつ

です。けれども、話
はな

し手
て

にとって

人
じん

生
せい

のほんの一
いっ

瞬
しゅん

に過
す

ぎない関
かか

わりのなかで、「話
はなし

を聞
き

いてもらえてよかった」

と、もし思
おも

ってもらえれば、その一
いっ

瞬
しゅん

の体
たい

験
けん

が安
あん

心
しん

感
かん

をもたらし、生
しょう

涯
がい

相
あい

手
て

を

支
ささ

え続
つづ

けることができる。ボランティア活
かつ

動
どう

の持
も

つ可
か

能
のう

性
せい

と尊
とうと

さを、改
あらた

めて認
にん

識
しき

した研
けん

修
しゅう

会
かい

でした。 

 

しらかば     ２０１7年秋号 第３８号 

北海道中国帰国者支援・交流センター  〒060-0002 札幌市中央区北２条西７丁目かでる 2・7 

電話 011-252-3411 FAX011-252-3412 URL: http://www.hokkaido-sien-center.jp E-mail: hokkaidocenter@dosyakyo.or.jp 
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料理交流会 

中国の家庭料理をみんなで 

 

9月
がつ

27日
にち

東
ひがし

区
く

民
みん

センターで中
ちゅう

国
ごく

帰
き

国
こく

者
しゃ

が中
ちゅう

心
しん

に

なり、中
ちゅう

国
ごく

料
りょう

理
り

をみんなでつくる料
りょう

理
り

交
こう

流
りゅう

会
かい

が

開
ひら

かれました。樺
から

太
ふと

帰
き

国
こく

者
しゃ

やボランティアさんも含
ふく

む 30名
めい

が参
さん

加
か

しました。 

 今
こん

回
かい

は日
に

本
ほん

料
りょう

理
り

を学
まな

ぶのではなく、中
ちゅう

国
ごく

帰
き

国
こく

者
しゃ

の皆
みな

さんが普
ふ

段
だん

から親
した

しんでいる料
りょう

理
り

をつくると

いうことで、会
かい

場
じょう

に着
つ

くが早
はや

いか料
りょう

理
り

を始
はじ

めてし

まう人
ひと

もいるほど、皆
みな

大
おお

はりきりでした。 

肉
にく

まんとエビまん、中
ちゅう

華
か

スープのメニューで材
ざい

料
りょう

を用
よう

意
い

しましたが、グループごとに自
じ

由
ゆう

に料
りょう

理
り

してもらいました。肉
にく

まん、エビまんを 別
べつべつ

々につ

くる班
はん

もあれば、全
ぜん

部
ぶ

の具
ぐ

を混
ま

ぜて一
いっ

種
しゅ

類
るい

の中
ちゅう

華
か

ま

んをつくる班
はん

もありました。2種
しゅ

類
るい

つくる場
ば

合
あい

でも、

こうするとおいしい、と言
い

ってエビあんに少
すこ

しひき

肉
にく

を加
くわ

える班
はん

もありました。また、蒸
む

す以
い

外
がい

にも油
あぶら

をひいたフライパンで焼
や

いたり、生
き

地
じ

のみで一
ひと

品
しな

つ

くったり、味
あじ

も見
み

た目
め

もそれぞれ少
すこ

しずつ違
ちが

う中
ちゅう

国
ごく

の家
か

庭
てい

料
りょう

理
り

が出
で

来
き

上
あ

がりました。 

 参
さん

加
か

した樺
から

太
ふと

帰
き

国
こく

者
しゃ

やボランティアさんも、それ

ぞれのグループリーダーの中
ちゅう

国
ごく

帰
き

国
こく

者
しゃ

に教
おし

えても

らって一
いっ

緒
しょ

につくりました。サハリンにもピャンセ

と呼
よ

ばれる似
に

た料
りょう

理
り

があり、皮
かわ

の包
つつ

み方
かた

や、先
さき

に具
ぐ

を炒
いた

めるなどいくつか違
ちが

いはありますが、樺
から

太
ふと

帰
き

国
こく

者
しゃ

にとって、今
こん

回
かい

のメニューは全
まった

く目
め

新
あたら

しいもの

ではなかったようです。 

帰
き

国
こく

者
しゃ

が料
りょう

理
り

を教
おし

えるというのも初
はじ

めての試
こころ

み

でしたが、うまい具
ぐ

合
あい

に皆
みな

で協
きょう

力
りょく

しながらつくる 

 

かたちになりました。 

 最
さい

後
ご

につくった料
りょう

理
り

を皆
みな

で試
し

食
しょく

しましたが、特
とく

別
べつ

な調
ちょう

味
み

料
りょう

を使
つか

っているわけではないのに、なぜ

か独
どく

特
とく

の風
ふう

味
み

があり、ボランティアさんにとっては、

帰
き

国
こく

者
しゃ

の持
も

つ文
ぶん

化
か

をまさしく実
じっ

体
たい

験
けん

するひとときで

した。家
いえ

でもぜひつくってみたいと、皆
みな

さん語
かた

って 

いました。 

 次
じ

回
かい

の料
りょう

理
り

交
こう

流
りゅう

会
かい

は、樺
から

太
ふと

帰
き

国
こく

者
しゃ

が中
ちゅう

心
しん

とな

って、ロシア料
りょう

理
り

をつくる予
よ

定
てい

です。また新
あら

たな食
しょく

文
ぶん

化
か

体
たい

験
けん

の時
とき

となりそうです。
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旭川・おしゃべり交流会・浄水場見学 

社会支える安全な水づくりに驚き 

美瑛「青い池」・・気持ち明るくなる 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

８月
がつ

２１日
にち

、旭
あさひ

川
かわ

のおしゃべり交
こう

流
りゅう

会
かい

は、帰
き

国
こく

者
しゃ

の皆
みな

さんとボランティアの皆
みな

さんで浄
じょう

水
すい

場
じょう

を見
けん

学
がく

、

毎
まい

日
にち

使
つか

う水
すい

道
どう

の水
みず

はどこから来
く

るのか学
まな

びました。

見
けん

学
がく

したのは、旭
あさひ

川
かわ

市
し

忠
ちゅう

別
べつ

川
かわ

浄
じょう

水
すい

場
じょう

。浄
じょう

水
すい

施
し

設
せつ

で説
せつ

明
めい

を受
う

け、清
せい

潔
けつ

で安
あん

全
ぜん

、そしておいしい水
みず

が家
か

庭
てい

まで届
とど

けられていることを知
し

って「すごい！」とい

う驚
おどろ

きの声
こえ

があがりました。安
あん

全
ぜん

に管
かん

理
り

された水
みず

が、

社
しゃ

会
かい

を支
ささ

えていることについて理
り

解
かい

を深
ふか

めました。 

 この日
ひ

は，続
つづ

いてレク活
かつ

動
どう

観
かん

光
こう

地
ち

で人
にん

気
き

のある美
び

瑛
えい

の「青
あお

い池
いけ

」を訪
おとず

れました。途
と

中
ちゅう

、美
び

瑛
えい

町
ちょう

社
しゃ

会
かい

福
ふく

祉
し

協
きょう

議
ぎ

会
かい

の一
いっ

室
しつ

を借
か

りて昼
ちゅう

食
しょく

となり、お弁
べん

当
とう

を

広
ひろ

げて気
き

楽
らく

な雰
ふん

囲
い

気
き

のおしゃべり交
こう

流
りゅう

が繰
く

り広
ひろ

げら

れました。 

大
だい

雪
せつ

山
ざん

の山
さん

麓
ろく

「青
あお

い池
いけ

」では、

美
うつく

しいエメラル

ドグリーンの水
みず

の色
いろ

に「きれい、きれい」と皆
みな

大
おお

喜
よろこ

び。帰
き

国
こく

者
しゃ

もボランティアの皆
みな

さんも「気
き

持
も

ちが明
あか

る

くなる」と語
かた

り、帰
き

国
こく

したばかりの樺
から

太
ふと

帰
き

国
こく

者
しゃ

早
はや

坂
さか

隆
たかし

さん夫
ふう

婦
ふ

も「皆
みな

さんに親
しん

切
せつ

にしてもらい、感
かん

謝
しゃ

し

ている」と語
かた

りました。他
た

の帰
き

国
こく

者
しゃ

も「みんなと一
いっ

緒
しょ

、

とても楽
たの

しい」「一
ひと

人
り

では生
い

きられない。皆
みな

さんは私
わたし

のために、私
わたし

は人
ひと

のために。感
かん

謝
しゃ

している」と、お

しゃべり交
こう

流
りゅう

会
かい

の意
い

義
ぎ

を語
かた

ってくれました。 

 

サハリン一時帰国団 

日本語模擬授業を体験 

センター訪問で知る帰国者の生活 

９月
がつ

２９日
にち

に樺
から

太
ふと

残
ざん

留
りゅう

邦
ほう

人
じん

の一
いち

時
じ

帰
き

国
こく

団
だん

が当
とう

セ

ンターを訪
ほう

問
もん

、日
に

本
ほん

語
ご

の模
も

擬
ぎ

授
じゅ

業
ぎょう

を体
たい

験
けん

しました。 

今
こん

回
かい

の一
いち

時
じ

帰
き

国
こく

は、９月
がつ

２７日
にち

から１０月
がつ

７
なの

日
か

ま

で、１１日
にち

間
かん

の日
にっ

程
てい

で北
ほっ

海
かい

道
どう

を訪
おとず

れるという内
ない

容
よう

で、

NPO法
ほう

人
じん

日
に

本
ほん

サハリン協
きょう

会
かい

によって企
き

画
かく

されました。

一
いち

時
じ

帰
き

国
こく

に参
さん

加
か

するのははじめて、という人
ひと

もいれ

ば、もう 15回
かい

目
め

という人
ひと

も。「ここは自
じ

分
ぶん

の国
くに

だか

ら、何
なん

回
かい

来
き

てもいい」と言
い

います。帰
き

国
こく

団
だん

は、離
はな

れ

ていた家
か

族
ぞく

や親
しん

戚
せき

と再
さい

会
かい

したり、道
どう

内
ない

各
かく

地
ち

の祖
そ

先
せん

の

ゆかりの地
ち

を訪
たず

ねたりします。 

 

模
も

擬
ぎ

授
じゅ

業
ぎょう

では、自
じ

己
こ

紹
しょう

介
かい

や「好
す

き、いや」「わか

ります、わかりません」などの簡
かん

単
たん

な表
ひょう

現
げん

を皆
みな

で練
れん

習
しゅう

しました。日
に

本
ほん

語
ご

のレベルは皆
みな

まちまちです。子
こ

供
ども

のころから話
はな

していた人
ひと

もいれば、ほとんど知
し

ら

ない人
ひと

もいましたが、絵
え

や小
こ

道
どう

具
ぐ

を使
つか

いながら、状
じょう

況
きょう

や気
き

持
も

ちに合
あ

わせて声
こえ

を出
だ

していく授
じゅ

業
ぎょう

を、皆
みな

楽
たの

しんでいました。 

授
じゅ

業
ぎょう

の後
あと

は、当
とう

センター所
しょ

長
ちょう

や職
しょく

員
いん

も一
いっ

緒
しょ

にお

昼
ひる

を食
た

べながら交
こう

流
りゅう

しました。センターで開
かい

催
さい

して

いる「樺
から

太
ふと

帰
き

国
こく

者
しゃ

交
こう

流
りゅう

パーティー」の様
よう

子
す

をスライ

ド上
じょう

映
えい

で見
み

てもらい、永
えい

住
じゅう

帰
き

国
こく

した仲
なか

間
ま

の日
に

本
ほん

で

の生
せい

活
かつ

を垣
かい

間
ま

見
み

るひとときとなりました。 
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研修旅行・さくらんぼ狩り 

仁木町の自然のなかで交流 

今
こ

年
とし

の研
けん

修
しゅう

旅
りょ

行
こう

は、

７月
がつ

１
と

０
お

日
か

仁
に

木
き

町
ちょう

の

原
はら

田
だ

農
のう

園
えん

で、５２名
めい

が

参
さん

加
か

してさくらんぼ

狩
が

りが行
おこな

われました。  

仁
に

木
き

町
ちょう

は、北
ほっ

海
かい

道
どう

の南
なん

西
せい

部
ぶ

にあり、きれいな水
みず

と空
くう

気
き

に恵
めぐ

まれた豊
ゆた

かな自
し

然
ぜん

環
かん

境
きょう

の中
なか

、さくらんぼ、り

んご、ぶどう、ミニトマトなどを生
せい

産
さん

している農
のう

村
そん

地
ち

域
いき

です。行
ゆ

きのバスの中
なか

では、仁
に

木
き

町
ちょう

とさくらんぼ

の種
しゅ

類
るい

について、すこしだけお勉
べん

強
きょう

しました。 

この日
ひ

の天
てん

気
き

は、晴
は

れたかと思
おも

えば、どしゃぶり

の雨
あめ

が降
ふ

ったりと、かなり気
き

まぐれ。農
のう

園
えん

に到
とう

着
ちゃく

し

た直
ちょく

後
ご

にも激
はげ

しい雨
あめ

がふりました。幸
さいわ

い皆
みな

がハウ

スに入
はい

ったあとだったので、誰
だれ

も濡
ぬ

れずに済
す

みまし

たが、その後
あと

も晴
は

れたり降
ふ

ったりの繰
く

り返
かえ

しでした。 

ハウス内
ない

のぎっしりと実
みの

ったさくらんぼは、木
き

に

よって少
すこ

しずつ味
あじ

がちがっていて、皆
みな

こっちの方
ほう

が

甘
あま

い、こっちはちょっとすっぱいと言
い

いながら、さ

くらんぼ狩
が

りを楽
たの

しみ、お昼
ひる

は、さくらんぼの木
き

の下
した

で持
も

ってきたお弁
べん

当
とう

を広
ひろ

げました。手
て

作
づく

りの料
りょう

理
り

を

お互
たが

いに勧
すす

めあい、中
ちゅう

国
ごく

・樺
から

太
ふと

帰
き

国
こく

者
しゃ

も、センター

スタッフも交
まじ

えた楽
たの

しい交
こう

流
りゅう

の時
とき

となりました。 

 

１０月・１１月・１２月の行事 

 10月 18日 介護予防サロン（もみじ台） 

 10月 20日 健康運動教室 

 10月 22日 介護予防サロン（厚別） 

 10月 23日 秋の研修旅行① 

10月 2６日 旭川・おしゃべり交流会 

 10月 30日 秋の研修旅行② 

 11月 10日 健康運動教室 

11月 19日 DVD上映会 

12月 1日 

月 30日 

  健康運動教室 

12月 4日 医療・介護特別講座 

12月 23日 樺太帰国者交流パーティー 

編集後記 

「理解する」「納得する」という意味で「腑に落ちる」という表現が

使われますが、食べることはまさしく実体験、異文化理解にそのま

まつながると、センターの行事の中で感じます。（S） 

 

医療・介護特別講座 

「お薬について」 

介
かい

護
ご

・医
い

療
りょう

特
とく

別
べつ

講
こう

座
ざ

第
だい

３回
かい

目
め

は、札
さっ

幌
ぽろ

薬
やく

剤
ざい

師
し

会
かい

の

染
そめ

谷
や

光
みつ

弘
ひろ

薬
やく

剤
ざい

師
し

を招
まね

いて、薬
やっ

局
きょく

とお薬
くすり

の話
はなし

を聞
き

き

ました。薬
くすり

をしっかり飲
の

みきることの大
たい

切
せつ

さ、薬
やっ

局
きょく

でしてもらえること、かかりつけ薬
やく

剤
ざい

師
し

制
せい

度
ど

などに

ついて知ることができました。 

たとえば薬
くすり

を飲
の

み忘
わす

れたら、２回
かい

分
ぶん

の薬
くすり

を飲
の

ま

なければならない、と思
おも

う人
ひと

もいるかもしれません

が、薬
くすり

がどのようにして体
からだ

の中
なか

で吸
きゅう

収
しゅう

され、効
こう

果
か

がでるかを説
せつ

明
めい

してもらい、決
き

められた量
りょう

より多
おお

く

飲
の

むと危
き

険
けん

なこともあるとわかりました。 

薬
くすり

を何
なん

種
しゅ

類
るい

か

飲
の

んでいて、飲
の

み

方
かた

を間
ま

違
ちが

えやすい

場
ば

合
あい

は、同
おな

じ時
じ

間
かん

帯
たい

に飲
の

む 薬
くすり

をま

とめて「一
いっ

包
ぽう

化
か

」

してもらえたり、

袋
ふくろ

を色
いろ

分
わ

けしてもらえること、また飲
の

みにくい薬
くすり

があれば、別
べつ

の形
けい

状
じょう

にしてもらうなど、薬
やく

剤
ざい

師
し

さん

に相
そう

談
だん

できることが色
いろ

々
いろ

あるのだということも教
おそ

わ

りました。また誤
ご

燕
えん

を防
ふせ

ぎ、薬
くすり

を飲
の

みやすくする目
もく

的
てき

でつくられた服
ふく

薬
やく

ゼリーが紹
しょう

介
かい

され、皆
みな

で試
し

飲
いん

し

ました。 

帰
き

国
こく

者
しゃ

の場
ば

合
あい

、一
ひと

口
くち

に薬
やく

剤
ざい

師
し

に相
そう

談
だん

すると言
い

って

も簡
かん

単
たん

ではないかもしれませんが、たとえば日
に

本
ほん

語
ご

の先
せん

生
せい

に手
て

伝
つだ

ってもらって、聞
き

きたいことを前
まえ

もっ

て紙
かみ

に書
か

いてみる、などの方
ほう

法
ほう

も染
そめ

谷
や

先
せん

生
せい

は提
てい

案
あん

し

てくれました。またゆっくり、わかりやすく話
はな

して

くれるように頼
たの

むこともかまわないそうです。 

受
じゅ

講
こう

生
せい

からは、薬
くすり

の使
し

用
よう

期
き

限
げん

や、薬
やっ

局
きょく

で買
か

える

薬
くすり

と処
しょ

方
ほう

薬
やく

、サプリメントの違
ちが

い、ジェネリック薬
やく

品
ひん

についてなど、様
さま

々
ざま

な質
しつ

問
もん

が出
で

ていました。 

とにかく自
じ

分
ぶん

の健
けん

康
こう

のためにも、薬
くすり

のことは疑
ぎ

問
もん

があれば自
じ

己
こ

判
はん

断
だん

せずに、なんでも相
そう

談
だん

してみるこ

が大
たい

切
せつ

だと学
まな

んだ講
こう

座
ざ

でした。 
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樺
から

太
ふと

帰
き

国
こく

者
しゃ

交
こう

流
りゅう

パーティー 

ロシアの雰
ふん

囲
い

気
き

の中
なか

で、思
おも

い出
で

を共
きょう

有
ゆう

 

 

１２月
がつ

２３日
にち

、東
ひがし

区
く

民
みん

センター大
だい

ホールにて、帰
き

国
こ く

者
し ゃ

・支
し

援
えん

者
し ゃ

の皆
みな

さんが参
さん

加
か

して、来
きた

る新
しん

年
ねん

を祝
いわ

う「樺
から

太
ふと

帰
き

国
こ く

者
し ゃ

交
こ う

流
りゅう

パーティー」が開
ひら

かれました。年
ねん

末
まつ

に時
じ

期
き

を移
うつ

して５

回
かい

目
め

となるこの交
こ う

流
りゅう

パーティーは、台
だい

本
ほん

、プログラム、そ

して料
りょう

理
り

も帰
き

国
こ く

者
し ゃ

によって準
じゅん

備
び

され、ロシア独
ど く

特
と く

の雰
ふん

囲
い

気
き

が味
あじ

わえる「お祭
まつ

り」です。 

今
こ

年
と し

はひときわ華
はな

やかに、ロマの人
ひと

々
びと

の野
や

営
えい

地
ち

での祭
まつ

りをテーマに、ロマの女
じ ょ

性
せい

に扮
ふん

した参
さん

加
か

者
し ゃ

たちが、三
さん

頭
とう

立
だ

てのトロイカに乗
の

ったジェド・マロース（サンタクロース）や

熊
く ま

、干
え

支
と

の犬
いぬ

とともに賑
にぎ

やかに登
とう

場
じょう

、歌
うた

やダンス、占
うらな

いで

パーティーを盛
も

り上
あ

げました。 

お正
しょう

月
がつ

は

ロシアで最
もっと

も

盛
せい

大
だい

な祝
しゅく

日
じつ

で、お祝
いわ

いは

大
おお

晦
みそか

日の夜
よる

から始
は じ

まりま

す。もみの木
き

を飾
かざ

り、日
に

本
ほん

で言
い

うサンタ

クロースにあ

たるジェド・マロースがやってきて、子
こ

供
ども

たちにプレゼント

を配
くば

ったりするので、日
に

本
ほん

人
じん

にとってはクリスマスのように 

 

見
み

えますが、クリスマスは年
と し

が明
あ

けた7
なの

日
か

に祝
いわ

われます。

そのため、ロシアでは年
ねん

末
まつ

から１月
がつ

上
じょう

旬
じゅん

までずっとお祝
いわ

い

ムード。お祝
いわ

いの食
しょく

卓
た く

に欠
か

かせないのは、ペリメニと呼
よ

ば

れるロシアの水
すい

餃
ぎょう

子
ざ

、ハラジェッツと呼
よ

ばれる煮
に

こごり、

日
に

本
ほん

のポテトサラダに似たオリヴィエサラダなど。今
こん

回
かい

1000個
こ

ほどのペリメニを帰
き

国
こ く

者
し ゃ

有
ゆう

志
し

数
すう

名
めい

が準
じゅん

備
び

、他
た

の

参
さん

加
か

者
し ゃ

の持
も

ちよりの手
て

料
りょう

理
り

とともに、ゆでたてがテーブ

ルに並
なら

べられました。 

 

この交
こ う

流
りゅう

会
かい

は、帰
き

国
こ く

者
し ゃ

同
どう

士
し

の貴
き

重
ちょう

な交
こ う

流
りゅう

の場
ば

でもあ

ります。今
こん

回
かい

は一
いち

時
じ

帰
き

国
こ く

や所
ところ

沢
ざわ

の定
てい

着
ちゃく

促
そく

進
しん

センター入
にゅう

所
し ょ

中
ちゅう

の写
し ゃ

真
しん

を集
あつ

めたスライドショーが上
じょう

映
えい

され（写
し ゃ

真
しん

の

一
いち

部
ぶ

は日
に

本
ほん

サハリン協
きょう

会
かい

が提
てい

供
きょう

）、懐
なつ

かしい思
おも

い出
で

を皆
みな

で共
きょう

有
ゆう

しました。また日
に

本
ほん

人
じん

の支
し

援
えん

者
し ゃ

にとっては、帰
き

国
こ く

者
し ゃ

の持
も

つロシア文
ぶん

化
か

を体
たい

験
けん

する時
とき

です。楽
たの

しむ時
とき

は思
おも

い

切
き

り楽
たの

しむという姿
し

勢
せい

に刺
し

激
げき

され、はじめは戸
と

惑
まど

いながら

も踊
おど

りの輪
わ

に入
はい

って、楽
たの

しんでいました。 
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医
い

療
りょう

・介
かい

護
ご

特
とく

別
べつ

講
こう

座
ざ

  

歯
は

の健
けん

康
こう

を守
まも

るために 

12月
がつ

4
よっ

日
か

に開
ひら

かれた医
い

療
りょう

・介
かい

護
ご

特
と く

別
べつ

講
こ う

座
ざ

の第
だい

5回
かい

目
め

は「歯
は

と食
しょく

事
じ

と健
けん

康
こ う

」と題
だい

して、日
ひ

の出
で

歯
し

科
か

診
しん

療
りょう

所
じ ょ

の

医
い

長
ちょう

孔
こ う

令
れい

群
ぐん

先
せん

生
せい

にお話
はなし

を

していただきました。 

講
こ う

座
ざ

の前
ぜん

半
はん

は、歯
は

とその病
びょう

気
き

、歯
は

の健
けん

康
こ う

を守
まも

る方
ほう

法
ほう

についてのお話
はなし

、後
こ う

半
はん

は、実
じ っ

際
さい

に歯
は

ブラシを使
つか

って正
ただ

しい

歯
は

磨
みが

きの仕
し

方
かた

を学
まな

び、先
せん

生
せい

が個
こ

別
べつ

に指
し

導
どう

をしたり、質
しつ

問
もん

に答
こた

えてくれました。 

食
しょく

事
じ

の後
あと

、毎
まい

回
かい

きちんと磨
みが

けない場
ば

合
あい

はどうしたらい

いか、食
た

べた直
ちょく

後
ご

に歯
は

を磨
みが

くのはよくないというのは本
ほん

当
とう

か、といった質
しつ

問
もん

に対
たい

して、寝
ね

ているときに一
いち

番
ばん

菌
きん

が繁
はん

殖
しょく

するため、夜
よる

寝
ね

るまえだけでもきちんと磨
みが

くように、ま

た歯
は

を傷
きず

つける可
か

能
のう

性
せい

があるのは酢
す

などを大
たい

量
りょう

に摂
と

っ

た場
ば

合
あい

で、普
ふ

通
つう

の食
しょく

事
じ

ならば問
もん

題
だい

ない、と先
せん

生
せい

は答
こた

えて

いました。 

「歯
は

の健
けん

康
こ う

」という、誰
だれ

もが興
きょう

味
み

のあるテーマについて、

疑
ぎ

問
もん

を解
かい

決
けつ

し、新
あたら

しい情
じょう

報
ほう

を得
え

ることのできた講
こ う

座
ざ

でし

た。 

 

稚
わっか

内
ない

・地
ち

域
いき

生
せい

活
かつ

支
し

援
えん

推
すい

進
しん

事
じ

業
ぎょう

 

集
あつ

まって一
いっ

緒
しょ

に活
かつ

動
どう

「私
わたし

たちサハリン村
むら

」 

稚
わっか

内
ない

には９

家
か

族
ぞく

の樺
から

太
ふと

帰
き

国
こ く

者
し ゃ

が住
す

ん

でいます。今
こん

年
ねん

度
ど

からセン

ターがN
エヌ

P
ピー

O
オー

日
に

本
ほん

サハリン

協
きょう

会
かい

稚
わっか

内
ない

支
し

部
ぶ

に委
い

託
た く

して、地
ち

域
いき

生
せい

活
かつ

支
し

援
えん

推
すい

進
しん

事
じ

業
ぎょう

として、社
し ゃ

会
かい

見
けん

学
がく

会
かい

や交
こ う

流
りゅう

会
かい

を行
おこな

ってきました。帰
き

国
こ く

者
し ゃ

の皆
みな

さんは、集
あつ

まって活
かつ

動
どう

できる場
ば

所
し ょ

ができたと大
おお

喜
よろこ

びです。 

11月
がつ

22日
にち

、料
りょう

理
り

講
こ う

習
しゅう

会
かい

が開
ひら

かれました。講
こ う

師
し

は今
こ

年
と し

で 3回
かい

目
め

の荒
あら

岡
おか

真
ま

喜
き

子
こ

先
せん

生
せい

。帰
き

国
こ く

者
し ゃ

ともすっかり親
した

しく 

 

なり、なごやかに進
すす

みます。今
こん

回
かい

は日
にほん

本の家
か

庭
てい

でもおな

じみの巻
ま

き寿
ず

司
し

、いなり寿
ず

司
し

、ちらし寿
ず

司
し

を作
つ く

りました。巻
ま

 

き方
かた

が難
むずか

しい巻
ま

き寿
ず

司
し

も、楽
たの

しく学
まな

ぶことができました。

そして、試
し

食
しょく

。おいしいと、賑
にぎ

やかに感
かん

想
そう

を言
い

い合
あ

いなが

らいただきました。 

帰
き

国
こ く

者
し ゃ

の皆
みな

さんは、「私
わたし

たちサハリン村
むら

」と、帰
き

国
こ く

者
し ゃ

同
どう

 

士
し

日
ひ

頃
ごろ

から仲
なか

良
よ

く行
ゆ

き来
き

して、助
たす

け合
あ

っていると言
い

います。

担
たん

当
とう

する協
きょう

会
かい

の古
ふる

川
かわ

さんは、さらに交
こ う

流
りゅう

の輪
わ

を広
ひろ

げてい

きたいとがんばっています。 
 

地
ち

域
いき

に広
ひろ

がる交
こう

流
りゅう

 

Ｎ
エヌ

Ｐ
ピー

Ｏ
オー

シーズネットが取
と

り組
く

む「介
かい

護
ご

予
よ

防
ぼう

サロン」 

 

札
さ っ

幌
ぽろ

のもみじ台
だい

団
だん

地
ち

、手
て

稲
いね

前
まえ

田
だ

公
こ う

園
えん

団
だん

地
ち

で取
と

り組
く

ま

れてきたＮ
エヌ

Ｐ
ピー

Ｏ
オー

シーズネットによる毎
まい

月
つき

１回
かい

の「介
かい

護
ご

予
よ

防
ぼう

サロン」。担
たん

当
とう

するシーズネットの青
あお

木
き

基
もと

成
なり

さんは、地
ち

域
いき

で帰
き

国
こ く

者
し ゃ

の皆
みな

さんが安
あん

心
しん

して暮
く

らせるように、地
ち

域
いき

の住
じゅう

 

民
みん

の皆
みな

さんとの交
こ う

流
りゅう

に力
ちから

を入
い

れています。もみじ台
だい

でも、

サロンの常
じょう

連
れん

になった住
じゅう

民
みん

の皆
みな

さんが、帰
き

国
こ く

者
し ゃ

の皆
みな

さん

とすっかり親
した

しくなり、笑
え

顔
がお

で言
こ と

葉
ば

を交
か

わすようになりま

した。 

手
て

稲
いね

前
まえ

田
だ

公
こ う

園
えん

団
だん

地
ち

でも、自
じ

治
ち

会
かい

の皆
みな

さんが参
さん

加
か

して

います。日
ひ

頃
ごろ

から顔
かお

見
み

知
し

りである帰
き

国
こ く

者
し ゃ

の皆
みな

さんと、もっ

と仲
なか

良
よ

くなりたいと、いっしょに運
うん

動
どう

し、終
お

わった後
あと

のお茶
ちゃ

サロンでは、中
ちゅう

国
ごく

茶
ちゃ

とお菓
か

子
し

でおしゃべりを楽
たの

しんでいま

す。言
こ と

葉
ば

でのコミュニケーションが難
むずか

しいところもあります

が、住
じゅう

民
みん

の皆
みな

さんの理
り

解
かい

しようというやさしい気
き

持
も

ち
ち

が感
かん

じられます。 

青
あお

木
き

さんは、毎
まい

回
かい

の「介
かい

護
ご

予
よ

防
ぼう

サロン」に工
く

夫
ふう

を凝
こ

らし、

住
じゅう

民
みん

との交
こ う

流
りゅう

、帰
き

国
こ く

者
し ゃ

への理
り

解
かい

を地
ち

域
いき

に広
ひろ

げようと努
ど

力
りょく

しています。 



3 

白樺   白桦树  Берёза              ●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●● 

 

日
ひ

帰
がえ

り研
けん

修
しゅう

旅
りょ

行
こう

 初
はじ

めての陶
とう

芸
げい

体
たい

験
けん

 

今
こ

年
と し

の秋
あき

の日
ひ

帰
がえ

り研
けん

修
しゅう

旅
り ょ

行
こ う

は、恒
こ う

例
れい

の温
おん

泉
せん

に加
く わ

えて、江
え

別
べつ

市
し

にある「アトリエ陶
とう

」で陶
とう

芸
げい

体
たい

験
けん

をしました。アトリエの定
てい

員
いん

の関
かん

係
けい

で 2回
かい

（10月
がつ

23日
にち

、10月
がつ

30日
にち

）に分
わ

けて行
おこな

われ、計
けい

45名
めい

が参
さん

加
か

しました。一
ひと

人
り

に1 ㎏
キログラム

の粘
ねん

土
ど

が割
わ

り当
あ

てられ、手
し ゅ

動
どう

のろくろを使
つか

って、それぞれ好
す

きな器
うつわ

や鉢
はち

などを作
つ く

りました。 

アトリエに入
はい

ると、まずはじめに先
せん

生
せい

にお手
て

本
ほん

を見
み

せてもらいま

した。粘
ねん

土
ど

をよく練
ね

って、ひと固
かた

まりにまとめ、それからろくろを回
まわ

しながら、親
おや

指
ゆび

を粘
ねん

土
ど

の中
ちゅう

央
おう

に押
お

し当
あ

てると、その部
ぶ

分
ぶん

がへこん

で器
うつわ

の形
かたち

になっていきます。先
せん

生
せい

が指
ゆび

の位
い

置
ち

を少
すこ

し変
か

えるだけ

で、自
じ

由
ゆう

自
じ

在
ざい

に形
かたち

を作
つ く

る様
よう

子
す

に、参
さん

加
か

者
し ゃ

の歓
かん

声
せい

があがりました。先
せん

生
せい

がやるのを見
み

ると、いかにも簡
かん

単
たん

そうに見
み

えるの

ですが、実
じ っ

際
さい

にやってみるとなかなか難
むずか

しく、思
おも

うような形
かたち

になりません。時
とき

々
どき

先
せん

生
せい

に助
たす

けてもらいながら、皆
みな

さん、自
じ

分
ぶん

の欲
ほ

しいと思
おも

う器
うつわ

を作
つ く

り上
あ

げていました。そんな中
なか

、中
ちゅう

国
ごく

帰
き

国
こ く

者
し ゃ

のＹさんとＫさんの二
ふた

人
り

は楽
ら く

々
ら く

と作
さ

業
ぎょう

を進
すす

め、花
はな

や

鳥
と り

などで思
おも

いのままに自
じ

分
ぶん

の器
うつわ

を飾
かざ

り付
つ

けていました。 

初
は じ

めての陶
とう

芸
げい

体
たい

験
けん

でしたが、皆
みな

にとって面
おも

白
し ろ

い体
たい

験
けん

となりました。後
ご

日
じつ

焼
や

きあがったものが送
お く

られてきましたが、中
なか

に

は自
じ

分
ぶん

の作
つ く

った作
さ く

品
ひん

がとても気
き

に入
い

って、毎
まい

日
にち

のように使
つか

っている人
ひと

もいるそうです。 

陶
とう

芸
げい

体
たい

験
けん

の後
あと

は、温
おん

泉
せん

「岩
いわ

見
み

沢
ざわ

ゆらら」でゆっくりとした時
じ

間
かん

を過
す

ごし、交
こ う

流
りゅう

を深
ふか

めることができました。 

 

～帰
き

国
こく

者
しゃ

による陶
とう

芸
げい

作
さく

品
ひん

～ 
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稚
わっか

内
ない

・クリスマス交
こう

流
りゅう

パーティー 

皆
みな

で助
たす

け合
あ

いながら開
かい

催
さい

 

 札
さ っ

幌
ぽろ

で交
こ う

流
りゅう

パーティ

ーが開
ひら

かれた次
つぎ

の日
にち

の 12月
がつ

24日
か

、稚
わっか

内
ない

で

も樺
から

太
ふと

帰
き

国
こ く

者
し ゃ

によるク

リスマス交
こ う

流
りゅう

パーティ

ーが開
ひら

かれました。稚
わっか

内
ない

では、センターと日
に

本
ほん

サハリン協
きょう

会
かい

が協
きょう

力
りょく

して進
すす

めている「孤
こ

立
りつ

しない拠
き ょ

点
てん

作
づく

り」の取
と

り

組
く

みとして、2015年
ねん

から稚
わっか

内
ない

市
し

に住
す

む帰
き

国
こ く

者
し ゃ

たちが、自
じ

分
ぶん

たち独
ど く

自
じ

の交
こ う

流
りゅう

会
かい

を開
ひら

き、今
こん

回
かい

が 3回
かい

目
め

。28名
めい

の参
さん

加
か

者
し ゃ

の中
なか

には、市
し

内
ない

の帰
き

国
こ く

者
し ゃ

や支
し

援
えん

者
し ゃ

のほか、前
まえ

の日
ひ

に

札
さ っ

幌
ぽろ

のパーティーに参
さん

加
か

していた二
に

世
せい

や旭
あさひ

川
かわ

市
し

に住
す

む

帰
き

国
こ く

者
し ゃ

も合
ごう

流
りゅう

して、いつも以
い

上
じょう

に賑
にぎ

やかで楽
たの

しいパーテ

ィーとなりました。 

豪
ごう

華
か

なシャンデリアのある稚
わっか

内
ない

市
し

日
にち

ロ
ろ

友
ゆう

好
こ う

会
かい

館
かん

は、ク

リスマスにぴったりの華
はな

やかなロシア風
ふう

の会
かい

場
じょう

。サンタク

ロースから参
さん

加
か

者
し ゃ

みんなにプレゼントが配
くば

られたあとは、

手
て

作
づく

りのお料
りょう

理
り

やおいしいお酒
さけ

を楽
たの

しみながら、ゲームや

歌
うた

、ダンスで交
こ う

流
りゅう

しました。また今
こん

回
かい

は新
あたら

しいプログラム

として、ロシアのお話
はなし

として有
ゆう

名
めい

な「大
おお

きなカブ」も上
じょう

演
えん

さ

れました。劇
げき

には帰
き

国
こ く

者
し ゃ

に混
ま

じって日
に

本
ほん

サハリン協
きょう

会
かい

の

斎
さい

藤
とう

会
かい

長
ちょう

も娘
むすめ

役
やく

で出
しゅつ

演
えん

。ゲームでは大
おと

人
な

たちが子
こ

供
ども

の

ころの気
き

持
も

ちに戻
もど

って楽
たの

しみました。 

稚
わっか

内
ない

では今
こ

年
と し

から、このパーティーのほかにも郷
きょう

土
ど

を

知
し

る勉
べん

強
きょう

会
かい

や料
りょう

理
り

・栄
えい

養
よう

教
きょう

室
しつ

、体
たい

力
りょく

増
ぞう

進
しん

プログラムな

どを帰
き

国
こ く

者
し ゃ

自
じ

身
しん

が企
き

画
かく

して行
おこな

っています。こうした活
かつ

動
どう

をともに協
きょう

力
りょく

し合
あ

うことで、帰
き

国
こ く

者
し ゃ

同
どう

士
し

の交
こ う

流
りゅう

がさらに

深
ふか

まり、日
にち

常
じょう

生
せい

活
かつ

でも助
たす

け合
あ

うようになっています。                         

        （寄稿 日本サハリン協会） 

 

２月・３月・４月の行事 

2月 9日 健康運動教室 

2月 11 日 中国帰国者新年交流会 

3月 2日 健康運動教室 

3月 5日 医療・介護特別講座 

3月 11 日 中国・樺太帰国者を知る集い・

学習  学習発表会 

3月 19 日～4 月 8日 日本語教室春休み 

 

 

旭
あさひ

川
かわ

・おしゃべり交
こう

流
りゅう

会
かい

 

一
いっ

緒
しょ

に作
つく

り、一
いっ

緒
しょ

に楽
たの

しむ 

12月
がつ

は「一
ひと

足
あし

早
はや

いクリスマス交
こ う

流
りゅう

会
かい

」と名
な

付
づ

けて、ボラ

ンティアの皆
みな

さんを中
ちゅう

心
しん

に料
りょう

理
り

交
こ う

流
りゅう

会
かい

を開
かい

催
さい

しました。

中
ちゅう

国
ごく

・樺
から

太
ふと

帰
き

国
こ く

者
し ゃ

の皆
みな

さんが、エプロン姿
すがた

で一
い っ

緒
し ょ

に料
りょう

理
り

を作
つ く

り、フライドチキンやいなり寿
ず

司
し

、サラダにケーキな

ど、たくさんの料
りょう

理
り

ができあがって、楽
たの

しく交
こ う

流
りゅう

会
かい

は進
すす

み

ました。最
さい

後
ご

に中
ちゅう

国
ごく

帰
き

国
こ く

者
し ゃ

の林
はやし

さんがあいさつし、「こう

いう場
ば

所
し ょ

があってうれしい。皆
みな

さんの帰
き

国
こ く

者
し ゃ

のために、と

いう気
き

持
も

ちはたいへんありがたく、感
かん

謝
し ゃ

します」と語
かた

りまし

た。 

旭
あさひ

川
かわ

・ボランティア研
けん

修
しゅう

会
かい

 

畠
はたけ

山
やま

欣
きん

也
や

さん、伝
つた

えたい思
おも

いを語
かた

る 

 10月
がつ

26日
にち

、樺
から

太
ふと

帰
き

国
こ く

者
し ゃ

問
もん

題
だい

への理
り

解
かい

をテーマに「ボラ

ンティア研
けん

修
しゅう

会
かい

」を開
かい

催
さい

しま

した。この日
ひ

は、樺
から

太
ふと

引
ひき

揚
あげ

と

帰
き

国
こ く

運
うん

動
どう

の歴
れき

史
し

を学
まな

んだあ

と、樺
から

太
ふと

帰
き

国
こ く

者
し ゃ

畠
はたけ

山
やま

欣
きん

也
や

さ

んが、その人
じん

生
せい

を語
かた

りました。

伝
つた

えたい、話
はな

しておきたい、という強
つよ

い思
おも

いがあり、この日
ひ

のために準
じゅん

備
び

してきたそうです。子
こ

供
ども

時
じ

代
だい

、戦
せん

争
そう

跡
あと

の白
は っ

骨
こつ

や銃
じゅう

弾
だん

を見
み

た記
き

憶
お く

、父
ちち

を亡
な

くし、困
こん

窮
きゅう

する生
せい

活
かつ

を助
たす

け

合
あ

って乗
の

り越
こ

えたこと、製
せい

紙
し

工
こ う

場
じょう

での 30年
ねん

間
かん

の勤
きん

務
む

、ソ

連
れん

時
じ

代
だい

の厳
きび

しい生
せい

活
かつ

など、歴
れき

史
し

とともに生
い

きた残
ざん

留
りゅう

日
に

本
ほん

人
じん

の生
しょう

涯
がい

を語
かた

りました。 
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中
ちゅう

国
ごく

・樺
から

太
ふと

帰
き

国
こく

者
しゃ

を知
し

る集
つど

い 

帰
き

国
こく

者
しゃ

の人
じん

生
せい

に感
かん

銘
めい

受
う

けた 

 3月
がつ

11日
にち

、かでる 2.7の大
だい

会
かい

議
ぎ

室
しつ

で「中
ちゅう

国
ごく

・樺
から

太
ふと

帰
き

国
こ く

者
し ゃ

を

知
し

る集
つど

い」が開
かい

催
さい

され、帰
き

国
こ く

者
し ゃ

71名
めい

、一
い っ

般
ぱん

市
し

民
みん

82名
めい

の計
けい

153名
めい

が参
さん

加
か

しました。「中
ちゅう

国
ごく

残
ざん

留
りゅう

邦
ほう

人
じん

に係
かかわ

るパネル展
てん

」

も別
べっ

室
しつ

にて同
どう

時
じ

開
かい

催
さい

されました。 

はじめに当
とう

センター所
し ょ

長
ちょう

が、「この集
つど

いをとおして、皆
みな

さま

の帰
き

国
こ く

者
し ゃ

に対
たい

する理
り

解
かい

が深
ふか

まるよう願
ねが

います」とあいさつ。

第
だい

一
いち

部
ぶ

は「体
たい

験
けん

談
だん

を聞
き

き、帰
き

国
こ く

者
し ゃ

を知
し

る」と題
だい

して、札
さ っ

幌
ぽろ

在
ざい

住
じゅう

の帰
き

国
こ く

者
し ゃ

数
すう

名
めい

へのインタビュー映
えい

像
ぞう

が上
じょう

映
えい

されました。

中
ちゅう

国
ごく

残
ざん

留
りゅう

婦
ふ

人
じん

、中
ちゅう

国
ごく

・樺
から

太
ふと

帰
き

国
こ く

者
し ゃ

1世
せい

、2世
せい

、それぞれが

味
あじ

わってきた苦
く

労
ろう

、心
こころ

に抱
いだ

いている思
おも

いがインタビューを通
とお

 

 

して浮
う

き彫
ぼ

りになりました。 

「皆
みんな

が仲
なか

良
よ

くすればいいのに」、「戦
せん

争
そう

にだけはならない

ように」と、きれいごとではない、戦
せん

争
そう

を実
じ っ

際
さい

に体
たい

験
けん

した人
ひと

だからこそ口
く ち

にできる、心
こころ

からの平
へい

和
わ

への願
ねが

いが重
おも

みをも

って響
ひび

きました。 

「帰
き

国
こ く

者
し ゃ

の努
ど

力
りょく

を見
み

る」と題
だい

され、学
がく

習
しゅう

発
は っ

表
ぴょう

も兼
か

ねた第
だい

二
に

部
ぶ

は、樺
から

太
ふと

帰
き

国
こ く

者
し ゃ

による劇
げき

「三
さん

匹
びき

の子
こ

豚
ぶた

」で始
は じ

まり、 

熱
ねつ

演
えん

ぶりに会
かい

場
じょう

は笑
わら

いと拍
は く

手
し ゅ

で湧
わ

きました。続
つづ

いて歌
うた

の教
きょう

室
しつ

の受
じ ゅ

講
こ う

生
せい

が、日
に

本
ほん

語
ご

の歌
うた

を披
ひ

露
ろう

し、最
さい

後
ご

の曲
きょく

「ふるさと」

は、参
さん

加
か

者
し ゃ

も皆
みな

で一
い っ

緒
し ょ

に歌
うた

って、午
ご

前
ぜん

は締
し

めくくられまし

た。 

午
ご

後
ご

は「太
たい

極
きょく

拳
けん

」クラスによる気
き

功
こ う

体
たい

操
そう

にはじまり、各
かく

ク

ラスが歌
うた

や作
さ く

文
ぶん

などを発
は っ

表
ぴょう

しました。断
だん

片
ぺん

的
てき

にではあって

も、帰
き

国
こ く

者
し ゃ

が自
じ

分
ぶん

自
じ

身
しん

の人
じん

生
せい

や思
おも

いを表
ひょう

現
げん

する場
ば

面
めん

もあ

り、努
ど

力
りょく

とともにその人
じん

生
せい

の歩
あゆ

みを垣
かい

間
ま

見
み

ることのできる

内
ない

容
よう

でした。 

参
さん

加
か

した市
し

民
みん

の皆
みな

さんからは、「引
ひ

き揚
あ

げは、戦
せん

後
ご

間
ま

もな

く終
お

わったと思
おも

っていた。とても勉
べん

強
きょう

になった」、「帰
き

国
こ く

者
し ゃ

の

大
たい

変
へん

さがわかった」、「帰
き

国
こ く

者
し ゃ

が大
たい

変
へん

な努
ど

力
りょく

をしていること

に感
かん

銘
めい

を受
う

けた」、「どんなことが自
じ

分
ぶん

にできるか考
かんが

えてみ

たい」という声
こえ

が寄
よ

せられました。 

～樺
から

太
ふと

帰
き

国
こく

者
しゃ

の石
いし

橋
ばし

笑
えみ

里
り

さんが、今
こん

回
かい

の「知
し

る集
つど

い」の感
かん

想
そう

を寄
よ

せてくれました～  

2018年
ねん

3月
がつ

11日
にち

、私
わたし

たちの日
に

本
ほん

語
ご

教
きょう

室
しつ

で、学
がっ

期
き

末
まつ

の学
がく

習
しゅう

発
は っ

表
ぴょう

会
かい

が行われました。各
かく

クラスが

演
えん

目
も く

を準
じゅん

備
び

し、そのどれもが称
しょう

賛
さん

に値
あたい

するものでした。出
しゅつ

演
えん

者
し ゃ

の思
おも

いが込
こ

められていたからです。

中
ちゅう

国
ごく

・樺
から

太
ふと

帰
き

国
こ く

者
し ゃ

1世
せい

・2世
せい

へのインタビュー映
えい

像
ぞう

も非
ひ

常
じょう

に印
いん

象
しょう

的
てき

でした。中
ちゅう

国
ごく

残
ざん

留
りゅう

婦
ふ

人
じん

の山
やま

本
もと

孝
たか

子
こ

さんは、ご自
じ

身
しん

の体
たい

験
けん

を非
ひ

常
じょう

に興
きょう

味
み

深
ぶか

く語
かた

り、樺
から

太
ふと

帰
き

国
こ く

者
し ゃ

の本
ほん

田
だ

笹
ささ

葉
よ

さんも、サハリンでの子
こ

供
ども

の頃
こ ろ

の思
おも

い出
で

を語
かた

ってくれました。感
かん

動
どう

的
てき

であるとともにユーモラスな語
かた

りで、聴
ちょう

衆
しゅう

からは笑
わら

い声
ごえ

や共
きょう

感
かん

の声
こえ

が上
あ

がりました 

その後
ご

はクラスごとの発
は っ

表
ぴょう

が続
つづ

き、ロシアのお祭
まつ

り「マースレニッツア」についての発
は っ

表
ぴょう

では、色
いろ

鮮
あざ

やかなプラトーク（ス

カーフ）を着
つ

け、ブリヌイ（クレープ）を手
て

に持
も

った受
じ ゅ

講
こ う

生
せい

たちが登
とう

場
じょう

。ブリヌイを開
あ

けると、中
なか

から春
はる

への願
ねが

いが書
か

かれた

紙
かみ

が出
で

てきました。「太
たい

陽
よう

が輝
かがや

き、心
こころ

は愛
あい

で溢
あふ

れますように」。本
ほん

当
とう

に生
い

き生
い

きと、楽
たの

しく発
は っ

表
ぴょう

してくれました。 

合
あい

間
ま

のお昼
ひる

休
きゅう

憩
けい

では、帰
き

国
こ く

者
し ゃ

皆
みな

で一
い っ

緒
し ょ

に昼
ちゅう

食
しょく

を食
た

べました。会
かい

場
じょう

の机
つくえ

をくっつけて、皆
みんな

が持
も

ち寄
よ

ったごちそうが並

べられました。どれもおいしくて、とても楽
たの

しい時
じ

間
かん

となりました。交
こ う

流
りゅう

も含
ふく

め、今
こん

回
かい

の発
は っ

表
ぴょう

会
かい

は大
だい

成
せい

功
こ う

と言
い

えるでしょう。 

（※原
げん

文
ぶん

の内
ない

容
よう

を要
よう

約
やく

。ロシア語
ご

原
げん

文
ぶん

は 2面
めん

に掲
けい

載
さい

）
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11 марта 2018 года в нашей школе состоялся концерт по случаю окончания учебного года. Такой концерт 

проходит ежегодно. И каждый класс готовит свои номера для выступления. Все номера заслуживают 

аплодисментов потому, что в них чувствовалась душа выступающих. Особо хочу выделить интервью наших 

соотечественников первого и второго поколения  из России и Китая.  Очень интересно соотечественница из 

Китая Ямамото сан рассказала историю своей семьи. Наша соотечественница из России Хонда сан поведала 

нам о своих детских воспоминаниях, связанных с приходом советской армии на Сахалин. Очень трогательно и 

даже с юмором. На что зрители отвечали смехом и словами поддержки. Затем на сцену выходили  со своими 

номерами класс за классом. 

А тут и Масленица подоспела. Это участники класса Мидзутани сенсей в ярких платках и с «блинами»  в 

руках. А на экране блины с икрой, с грибами, со сметанной, с мясом, да блины с пожеланиями. Взял блин, 

открыл, а внутри секрет, пожелание от мастерицы: «Чтобы сердце любило, чтобы солнце светило». Весело, 

задорно девчата отыграли свой номер. 

Праздничная программа состояла из двух отделений. А между отделениями состоялся обед. Прямо в 

зрительном зале составили столы и устроили пир, на который каждый выложил свои яства (кушанье), 

принесённые из дома.  Обед прошёл весело и все было очень вкусно. Так что можно смело сказать, что 

праздник по случаю окончания учебного года в нашей школе по изучению японского языка, удался на славу. 

Исибаси Эмири

旭
あさひ

川
かわ

・おしゃべり交
こう

流
りゅう

会
かい

 

帰
き

国
こ く

者
しゃ

の現
げん

状
じょう

知
し

って、交
こ う

流
りゅう

を考
かんが

える 

2月
がつ

22日
にち

に開
かい

催
さい

されたおしゃべり交
こ う

流
りゅう

会
かい

は、帰
き

国
こ く

者
し ゃ

の

現
げん

状
じょう

を知
し

り、旭
あさひ

川
かわ

に居
き ょ

住
じゅう

する中
ちゅう

国
ごく

・樺
から

太
ふと

帰
き

国
こ く

者
し ゃ

が老
ろう

後
ご

地
ち

域
いき

との関
かか

わりを保
たも

ち、安
あん

心
しん

して生
せい

活
かつ

を送
お く

るために何
なに

が

必
ひつ

要
よう

か、いっしょに考
かんが

える会
かい

になりました。 

はじめに、厚
こ う

労
ろう

省
しょう

の平
へい

成
せい

27年
ねん

度
ど

中
ちゅう

国
ごく

残
ざん

留
りゅう

邦
ほう

人
じん

等
とう

実
じ っ

態
たい

調
ちょう

査
さ

報
ほう

告
こ く

書
し ょ

から現
げん

状
じょう

を学
まな

びました。続
つづ

いてセンター制
せい

作
さ く

の帰
き

国
こ く

者
し ゃ

の証
しょう

言
げん

映
えい

像
ぞう

を見
み

て、その声
こえ

に耳
みみ

を傾
かたむ

けまし

た。   

ボランティアの皆
みな

さんからは「想
そう

像
ぞう

以
い

上
じょう

の苦
く

労
ろう

があっ

たと感
かん

じた」との感
かん

想
そう

のほか、「帰
き

国
こ く

者
し ゃ

との交
こ う

流
りゅう

は必
ひつ

要
よう

」

という意
い

見
けん

もあり、「参
さん

加
か

できない帰
き

国
こ く

者
し ゃ

への支
し

援
えん

をど

のようにするか」について話
はな

し合
あ

いました。 

来
らい

年
ねん

度
ど

の活
かつ

動
どう

計
けい

画
かく

も含
ふく

めて話
はな

し合
あ

いは進
すす

み、おしゃべ

り交
こ う

流
りゅう

会
かい

は、学
まな

びやレクリエーション、社
し ゃ

会
かい

見
けん

学
がく

とともに

交
こ う

流
りゅう

を深
ふか

める活
かつ

動
どう

を考
かんが

え続
つづ

けていきます。 

医
い

療
りょう

・介
かい

護
ご

クラス 

必
ひつ

要
よう

な知
ち

識
しき

を、少
すこ

しずつ 

 昨
さ く

年
ねん

度
ど

から開
かい

講
こ う

した医
い

療
りょう

・介
かい

護
ご

クラスでは、介
かい

護
ご

保
ほ

険
けん

制
せい

度
ど

や認
にん

知
ち

症
しょう

、介護
か い ご

用品
ようひん

、薬
くすり

、歯
は

の健
けん

康
こ う

、栄
えい

養
よう

と食
た

べ物
もの

などをテーマに、専門
せんもん

職
しょく

を講
こ う

師
し

に招
まね

いて計
けい

6回
かい

の特
と く

別
べつ

講
こ う

座
ざ

が開
ひら

かれました。受
じ ゅ

講
こ う

生
せい

は資
し

料
りょう

の大
おお

まかな内
ない

容
よう

や専
せん

門
もん

用
よう

語
ご

を事前
じ ぜ ん

に授業
じゅぎょう

で学
まな

び、講
こ う

座
ざ

に臨
のぞ

みました。 

 健
けん

康
こ う

や介
かい

護
ご

への関
かん

心
しん

は高
たか

くても、具
ぐ

体
たい

的
てき

に知
し

りたいこ

とは皆
みな

それぞれ違
ちが

います。日
に

本
ほん

人
じん

ならば、自
じ

分
ぶん

で必
ひつ

要
よう

な

情
じょう

報
ほう

を新聞
しんぶん

やテレビなどから簡単
かんたん

に得
え

ることができます

が、帰
き

国
こ く

者
し ゃ

の場
ば

合
あい

はそうはいきません。たとえ全
ぜん

部
ぶ

はわ

からなくても、自
じ

分
ぶん

が欲
ほ

しい情
じょう

報
ほう

を拾
ひろ

っていけるようにな

ること、それが医療
い り ょ う

・介護
か い ご

クラスの目
も く

的
てき

です。受
じ ゅ

講
こ う

生
せい

の皆
みな

さんは、少
すこ

しずつ知
ち

識
しき

を広
ひろ

げています。 

次
じ

回
かい

の特別
とくべつ

講座
こ う ざ

は、「元気
げ ん き

なシニアの栄養
えいよう

と食
た

べ方
かた

」

を 5月
がつ

21日
にち

に予定
よ て い

しています。 
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春
しゅん

節
せつ

・中
ちゅう

国
ごく

帰
き

国
こく

者
しゃ

新
しん

年
ねん

交
こう

流
りゅう

会
かい

 

みんなに会
あ

うのが楽
たの

しい！ ボランティアの皆
みな

さんの支
ささ

える力
ちから

で 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

春
しゅん

節
せつ

を迎
むか

え、今
こ

年
と し

も中
ちゅう

国
ごく

帰
き

国
こ く

者
し ゃ

新
しん

年
ねん

交
こ う

流
りゅう

会
かい

が、２月
がつ

11日
にち

、東
ひがし

区
く

民
みん

センターで開
かい

催
さい

されました。参
さん

加
か

したのは、中
ちゅう

国
ごく

帰
き

国
こ く

者
し ゃ

、ボランティアの皆
みな

さんおよそ１３０名
めい

。会
かい

場
じょう

は、華
はな

やかな中
ちゅう

国
ごく

の彩
いろど

りに彩
いろど

られ、民
みん

族
ぞく

舞
ぶ

踊
よう

や歌
うた

が賑
にぎ

やかに繰
く

り広
ひろ

げられました。 

テーブルでは、参
さん

加
か

者
し ゃ

がそれぞれ思
おも

い思
おも

いに語
かた

り合
あ

い、どこもかしこも笑
え

顔
がお

です。「楽
たの

しい」、「心
こ こ

地
ち

よい、安
やす

らぐ」、「こう

いう場
ば

所
し ょ

が必
ひつ

要
よう

。続
つづ

けてほしい」と帰
き

国
こ く

者
し ゃ

は口
く ち

をそろえて言います。家
か

族
ぞく

連
づ

れの参
さん

加
か

者
し ゃ

は孫
まご

を紹
しょう

介
かい

したり、２世
せい

は日
ひ

々
び

の

仕
し

事
ごと

を自
じ

信
しん

に満
み

ちて語
かた

ったり、会
かい

場
じょう

は大
おお

きな家
か

族
ぞく

の交
こ う

流
りゅう

のよう、親
した

しさと温
あたた

かさに包
つつ

まれていました。 

新
しん

年
ねん

会
かい

では、今
こ

年
と し

もボランティアの皆
みな

さんが帰
き

国
こ く

者
し ゃ

のみなさんと協
きょう

力
りょく

して、会
かい

場
じょう

づくりから料
りょう

理
り

作
つ く

り、配
はい

膳
ぜん

や後
あと

片
かた

付
づ

けまで熱
ね っ

心
しん

に取
と

り組
く

みました。ボランティアのみなさんの力
ちから

に支
ささ

えられて、喜
よろこ

びあふれる会
かい

になりました。 
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料
りょう

理
り

交
こう

流
りゅう

会
かい

 

「ロシアの餃
ぎょう

子
ざ

」にみんなで挑
ちょう

戦
せん

 

 

3月
がつ

20
は つ

日
か

東
ひがし

区
く

民
みん

センターで、第
だい

2回
かい

料
りょう

理
り

交
こ う

流
りゅう

会
かい

が開
かい

催
さい

されました。31名
めい

の中
ちゅう

国
ごく

・樺
から

太
ふと

帰国者
き こ く し ゃ

と7名
めい

のボランティア

が参
さん

加
か

し、ロシアの家
か

庭
てい

料
りょう

理
り

に皆
みな

で一
い っ

緒
し ょ

に挑
ちょう

戦
せん

しました。 

調
ちょう

理
り

は、２世
せい

の樺
から

太
ふと

帰
き

国
こ く

者
し ゃ

が講
こ う

師
し

となり、進
すす

められまし

た。メニューはワレニキとパプリカ入
い

りのキャベツサラダ。ワ

レニキというのは、小
こ

麦
むぎ

粉
こ

で作
つ く

った生
き

地
じ

に具
ぐ

を詰
つ

めてゆで

た、餃
ぎょう

子
ざ

に似
に

た料
りょう

理
り

です。具
ぐ

は肉
に く

ではなく、炒
いた

めたキャベツ

やジャガイモのピューレ、カッテージチーズなどを入
い

れます。

今
こん

回
かい

は、炒
いた

めた玉
たま

ねぎを混
ま

ぜたジャガイモのピューレを入
い

れました。サラダは刻
きざ

んだ野
や

菜
さい

に砂
さ

糖
とう

、塩
し お

、りんご酢
す

、サラ

ダ油
あぶら

を加
く わ

えて、混
ま

ぜ合
あ

わせるだけ。一
い っ

般
ぱん

的
てき

にロシア料
りょう

理
り

と

いうと味
あじ

付
つ

けの濃
こ

いイメージがあるかもしれませんが、実
じ っ

際
さい

には、参
さん

加
か

者
し ゃ

の皆
みな

さんが驚
おどろ

くほど味
あじ

付
つ

けはシンプル。主
おも

な

味
あじ

付
つ

けは塩
し お

で、胡
こ

椒
しょう

すら加
く わ

えないこともあります。 

参
さん

加
か

したボランティアの皆
みな

さんも、今
こん

回
かい

の料
りょう

理
り

は全
まった

く知
し

らなかったそうです。ちょうどロシア正
せい

教
きょう

会
かい

の復
ふっ

活
かつ

祭
さい

が近
ちか

づ

いた時
じ

期
き

でもあり、一
い っ

緒
し ょ

に料
りょう

理
り

しながら、春
はる

を迎
むか

えるお祭
まつ

り

があり、断
だん

食
じき

があり、そして復
ふっ

活
かつ

祭
さい

を迎
むか

える、というロシアの

習
しゅう

慣
かん

を帰
き

国
こ く

者
し ゃ

から教
お し

えてもらえた、と語
かた

るボランティアさん

もいました。 

 中
ちゅう

国
ごく

帰
き

国
こ く

者
し ゃ

にとっても、餃
ぎょう

子
ざ

の作
つ く

り方
かた

とは細
こま

かい点
てん

で違
ちが

っていて、新
しん

鮮
せん

な体
たい

験
けん

となりました。 

 

 

 

 

職
しょく

員
いん

の退
たい

任
にん

・新
しん

任
にん

 

４月
がつ

から新
しん

体
たい

制
せい

になりました！ 

 ４月
がつ

から当
とう

センターも新
あたら

しい体
たい

制
せい

になり、青
あお

山
やま

智
ち

恵
え

主
し ゅ

査
さ

が

センター職
しょく

員
いん

として就
しゅう

任
にん

しました。これまで主
おも

に土
ど

曜
よう

日
び

に

出
しゅっ

勤
きん

していた菅
すご

生
う

善
ぜん

一
いち

非
ひ

常
じょう

勤
きん

相
そう

談
だん

員
いん

は退
たい

職
しょく

し、これから

は樺
から

太
ふと

帰
き

国
こ く

者
し ゃ

1世
せい

の一
ひと

人
り

として、センターの活
かつ

動
どう

に参
さん

加
か

す

ることとなります。代
か

わって、安
やす

田
だ

真
さな

江
え

相
そう

談
だん

員
いん

が非
ひ

常
じょう

勤
きん

とし

て勤
きん

務
む

します。向
こ う

後
ご

洋
よう

一
いち

郎
ろう

非
ひ

常
じょう

勤
きん

相
そう

談
だん

員
いん

は、今
こん

年
ねん

度
ど

も引
ひ

き続
つづ

き勤
きん

務
む

します。 

菅
すご

生
う

善
ぜん

一
いち

非
ひ

常
じょう

勤
きん

相
そう

談
だん

員
いん

 

長
なが

い間
あいだ

大
たい

変
へん

お世
せ

話
わ

に

なりました。僕
ぼく

は妻
つま

と一
い っ

緒
し ょ

に、2000年
ねん

2月
がつ

1
と

0
お

日
か

に永
えい

住
じゅう

帰
き

国
こ く

を果
は

たしました。

僕
ぼく

の一
いち

番
ばん

大
たい

切
せつ

な夢
ゆめ

は、生
い

きている間
あいだ

に一
いち

度
ど

両
りょう

親
しん

の国
く に

で暮
く

らすことでした。母
はは

親
おや

が果
は

たせなかった夢
ゆめ

を、僕
ぼく

が

果
は

たすことができました。永
えい

住
じゅう

帰
き

国
こ く

をしてから一
いち

番
ばん

楽
たの

しい

幸
しあわ

せな時
じ

間
かん

は、皆
みな

様
さま

と一
い っ

緒
し ょ

にセンターで働
はたら

いたときです。

皆
みな

さん、本
ほん

当
とう

にありがとうございました。 

 

青
あお

山
やま

智
ち

恵
え

主
しゅ

査
さ

 

 ４月
がつ

より事
じ

務
む

担
たん

当
とう

として、お世
せ

話
わ

になり

ます。日
に

本
ほん

語
ご

で話
はな

し

かけてもらえると、う

れしいです。どうぞよ

ろしくお願
ねが

いします。 

 

５月・６月の行事 

5月 11日 健康運動教室 

5月 13日 介護予防サロン（もみじ台） 

5月 16日 介護予防サロン（手稲前田） 

6月 3日 ＤＶＤ上映会 

6月 15日 健康運動教室 

6月 17日 介護予防サロン（もみじ台） 

6月 20日 介護予防サロン（手稲前田） 

6月下旬（予定） 研修旅行 

 

編
へん

集
しゅう

後
こう

記
き

 

 今
こん

回
かい

の「知
し

る集
つど

い・学
がく

習
しゅう

発
はっ

表
ぴょう

会
かい

」では、今
いま

までにもまして

帰
き

国
こく

者
しゃ

が生
い

き生
い

きと発
はっ

表
ぴょう

していたことが、とても印
いん

象
しょう

的
てき

でし

た。帰
き

国
こく

者
しゃ

は、伝
つた

えたい何
なに

かを胸
むね

に秘
ひ

めている、それに耳
みみ

を傾
かたむ

けなければ、と改
あらた

めて思
おも

わされたひとときでした。（Ｓ） 

 


